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午前 10時 00分　開会

　◎開会・開議
○議長（坂井幸雄議員）　おはようございま

す。

　ただ今の出席議員数は 13 名です。定足数

に達しておりますので、ただ今から、平成

23 年第２回中能登町議会定例会を開会いた

します。

　諸般の報告をいたします。

　昨年 12 月定例会において可決されまし

た、切れ目ない中小企業支援及び金融支援策

を求める意見書、ヒトＴ細胞白血病ウイルス

１型（ＨＴＬＶ－１）総合対策を求める意見

書、交通基本法の理念に基づく鉄道分野への

予算配分と政策の推進を求める意見書、過剰

米対策の実施と農業農村整備予算の確保を求

める意見書、米価下落への緊急対策を求める

意見書、新たな経済対策を求める意見書、「原

子力発電施設等立地地域の振興に関する特別

措置法」の期限延長を求める意見書及びＴＰ

Ｐ交渉に関する意見書

　以上８件は、内閣総理大臣をはじめ関係方

面に提出しておりますので、ご了承をお願い

いたします。

　加えて、地方自治法第 121 条の規定によ

る、本議会に出席する者を、別紙の説明員職

氏名一覧表として、お手元に配付してありま

すので、ご了承願います。

　これより、本日の会議を開きます。

　本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

であります。

　◎会議録署名議員の指名
○議長（坂井幸雄議員）　日程第１　会議録

署名議員の指名を行います。

　本定例会の会議録署名議員は、会議規則第

118条の規定により、11番　岩井礼二議員、

13番　田中治夫議員を指名いたします。

　◎会期の決定
○議長（坂井幸雄議員）　日程第２　会期の

決定を議題といたします。

　お諮りいたします。

　本定例会の会期は、本日から３月 18 日ま

での 16日間といたしたいと思います。

　これに、ご異議ございませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　異議なしと認めま

す。

　よって、会期は本日から３月 18 日までの

16日間とすることに決定しました。

　◎議案の一括上程
○議長（坂井幸雄議員）　日程第３　議案の

一括上程

　報告第１号　専決処分の承認を求めること

について（平成 22 年度中能登町一般会計補

正予算）

　議案第５号　中能登町職員の勤務時間、休

暇等に関する条例の一部を改正する条例につ

いて

　議案第６号　中能登町立学校設置条例の一

部を改正する条例について

　議案第７号　中能登町介護保険条例の一部

を改正する条例について

　議案第８号　中能登町ウェルカム定住条例

の全部を改正する条例について

　議案第９号　平成 22 年度中能登町一般会

計補正予算

　議案第 10 号　平成 22 年度中能登町介護

保険特別会計補正予算

　議案第 11 号　平成 22 年度中能登町国民

健康保険特別会計補正予算

　議案第 12 号　平成 22 年度中能登町分譲

宅地造成事業特別会計補正予算

　議案第 13 号　平成 22 年度中能登町ケー

ブルテレビ事業特別会計補正予算

　議案第 14 号　平成 22 年度中能登町水道

事業会計補正予算



－ 4－

　議案第 15 号　平成 23 年度中能登町一般

会計予算

　議案第 16 号　平成 23 年度中能登町後期

高齢者医療特別会計予算

　議案第 17 号　平成 23 年度中能登町介護

保険特別会計予算

　議案第 18 号　平成 23 年度中能登町国民

健康保険特別会計予算

　議案第 19 号　平成 23 年度中能登町下水

道事業特別会計予算

　議案第 20 号　平成 23 年度中能登町分譲

宅地造成事業特別会計予算

　議案第 21 号　平成 23 年度中能登町ケー

ブルテレビ事業特別会計予算

　議案第 22 号　平成 23 年度中能登町水道

事業会計予算

　議案第 23号　指定管理者の指定について

　議案第 24号　指定管理者の指定について

　議案第 25号　指定管理者の指定について

　議案第 26号　指定管理者の指定について

　議案第 27号　指定管理者の指定について

　議案第 28号　指定管理者の指定について

　同意第１号　中能登町固定資産評価審査委

員会委員の選任について

　請願第１号　子宮頸がん予防、ヒブ、小児

用肺炎球菌の３ワクチンの定期接種化を求め

る意見書提出の請願書

　請願第２号　公共交通機関のバリアフリー

化の更なる推進を求める意見書の提出の請願

　意見書の提出の、意見書の提出の請願、も

う一回言います。

　請願第２号　公共交通機関のバリアフリー

化の更なる推進を求める意見書の提出の請

願、意見書の提出の請願、意見書の提出の請

願、意見書の提出の請願、意見書の提出の請

願、意見書の、意見書提出の請願、すいませ

ん。申し訳ないです。

　請願第３号　コメの戸別所得補償制度の見

直しを求める意見書提出の請願

　以上、報告１件、議案 24 件及び同意１件

並びに請願３件を一括議題といたします。

　提案理由の説明を町長から求めます。

　杉本町長

　　〔杉本栄蔵町長登壇〕

○杉本栄蔵町長　皆さん、おはようございま

す。

　提案理由の説明をさせていただきます。

　本日ここに、平成 23 年第２回中能登町議

会定例会を招集いたしましたところ、議員各

位には公私ともに何かとご多用中、ご出席い

ただきまして誠にありがとうございます。

　長く厳しい冬も３月に入り少しずつ春の到

来を予感できるようになってまいりました。

　３月 21 日春分の日は、「自然をたたえ、

生物をいつくしむ」と法律で定められた祝日

であります。

　昔の人は、自然に感謝をし春を祝福する、

それは、長い冬眠をしていた動物たちが動き

始め、人々もやる気に満ち溢れる時期と言っ

ています。

　中能登町内の各地区では、３月下旬には、

春耕前に江堀作業が一斉に行われ、春の訪れ

を実感する時期であります。

　先般開催をされました生涯学習のつどいで

は、まちづくりは人と人のつながりが大事で

あり、そんな中から新たな第一歩が踏み出せ

るというご意見を拝聴いたしました。

　新たな年度の始まりと中能登町制施行７年

目を迎えて、初心に立ち返り町民の皆様との

「協働の心」を大切にして、新たな町政の第

一歩を踏み出していきたいと思っておりま

す。

　それでは、最近の町政の概況と提案いたし

ました諸議案につきまして、その大要をご説

明申し上げます。

　はじめに、先に総務省が発表した平成 22

年国勢調査速報値では、中能登町の人口は前

回平成 17 年調査対比で 2.16％、410 人減

の１万 8,549 人でありました。

　口能登以北では、最も減少率が低い結果と
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なっておりますが、本格的な人口減少社会を

迎え中能登町の活力を維持するためには、少

子高齢化対策、定住対策等を一層推進してい

かなければならないと考えております。

　さて、平成 23 年度国の当初予算につきま

しては、歳出において公共事業関係費の大幅

な減額に対して社会保障関係費が増大し、一

方、国債発行額が２年連続で税収を上回るな

ど危機的な状況となっております。また、経

済情勢については、現在の国の景気動向は、

政府の緊急経済対策などの出動により最悪の

状態は脱したと言われております。しかしな

がら、円高・エコポイント制度の縮小、中東

情勢の悪化などにより景気の足踏みが懸念さ

れ、雇用情勢についても依然として厳しい状

況にあります。

　平成 21 年度決算における本町の財政状況

を見ますと、経常収支比率、実質公債費比率、

将来負担比率等の財政指標が前年比で一定程

度改善されるとともに、財政調整基金が増加

し地方債現在高が減少するなど好転の兆しが

見られるものの、依然として地方交付税や各

種交付金などの依存財源に頼らざるを得ない

状況にあります。

　本町の平成 23 年度の財政見通しについて

は、税収の好転は見込めず、根幹的な歳入一

般財源の確保は益々厳しくなる状況にあり

ます。他方、歳出では、平成 25 年春開校予

定の統合中学校建設事業費や道の駅関連事業

費、そして、下水道施設や道路整備等過去に

実施をしてきた社会資本整備に係る公債費と

少子高齢化の進展に伴う社会保障関係費が増

大することは必至であります。

　とりわけ、普通交付税の合併特例加算措置

の段階的な減額が平成 27 年度から始まり、

合併特例加算措置が終了する平成 32 年度に

おいては、現在と比較して約 10 億円の大幅

な減額が見込まれます。

　平成 23 年度の予算については、これまで

以上に徹底した経費の見直しを行うととも

に、税収確保と受益者負担の適正化等に努め

ながら、より効率的で効果的な行政執行と将

来にわたり持続可能な財政運営を念頭に置い

て予算編成をいたしました。

　それでは、今定例会に提出いたしました議

案について、順次説明申し上げます。

　最初に、報告第１号　平成 22 年度中能登

町一般会計補正予算につきましては、歳入歳

出それぞれ 3,500 万円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ 97 億 8,215

万 4,000 円としたもので、今冬の大雪によ

り除雪費の不足が生じたため２月３日付けを

もって専決処分を行いましたので、報告し承

認を求めるものであります。

　次に、議案第５号　中能登町職員の勤務時

間、休暇等に関する条例の一部を改正する条

例についてであります。

　この条例は、育児休業法の改正に伴い子の

看護休暇の要件を拡大するとともに、新たに

短期介護休暇を設けるものであります。

　次に、議案第６号　中能登町立学校設置条

例の一部を改正する条例についてでありま

す。

　この条例は、平成 25 年４月１日開校予定

の統合中学校について、学校名称と位置を正

式に決定するものであります。

　次に、議案第７号　中能登町介護保険条例

の一部を改正する条例についてであります。

　この条例は、介護認定に係る審査件数の増

に対応するため、介護認定審査会の委員定数

を増員するものであります。

　次に、議案第８号　中能登町ウェルカム定

住条例の全部を改正する条例についてであり

ます。

　この条例は、これまで奨励金の交付対象者

を転入者に限定しておりましたが、町内在住

者が新たに世帯を持つために住宅を取得した

場合も対象に含めることとし、題名を中能登

町定住促進条例に改めるとともに交付金額を

改定するものであります。
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　次に、議案第９号から議案第 14 号までの

平成 22 年度各会計補正予算に関する議案に

ついてご説明いたします。

　最初に、議案第９号　平成 22 年度中能登

町一般会計補正予算につきましては、歳入

歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 1,527

万 1,000 円を減額し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ 97 億 6,688 万 3,000

円とするものであり、第２表地方債補正につ

きましては、事業費の確定見込みにより必要

額を追加するものであります。

　歳入では、年度末を控え事業費の確定見込

みによる町債の追加補正により財政調整基金

繰入金を全額減額したほか、個人住民税、固

定資産税について個人所得及び新築住宅が伸

び悩んだため、保育園保育料につきまして

も、個人所得の伸び悩みの影響により減額す

るものであります。また、ふるさと応援寄付

金として、10 名の方々より合わせて 100 万

円をご寄付いただいたもので、ここに改めて

厚くお礼申し上げます。

　次に、歳出では、各款にわたり人件費の補

正、また、総務費で職員の早期退職に対応す

るため職員退職手当組合負担金の増額のほ

か、各事務事業の確定見込みによる補正を行

うものであります。

　次に、議案第 10 号　平成 22 年度中能登

町介護保険特別会計補正予算につきまして

は、介護サービス及び支援サービス等諸費の

増額により、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ 6,270 万 9,000 円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 17 億

9,141 万 5,000 円とするものであります。

　次に、議案第 11 号　平成 22 年度中能登

町国民健康保険特別会計補正予算につきまし

ては、退職被保険者等療養給付費及び後期高

齢者支援金の減額により、歳入歳出予算の総

額から歳入歳出それぞれ 4,255 万 4,000 円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ 20 億 8,097 万 6,000 円とするもの

であります。

　次に、議案第 12 号　平成 22 年度中能登

町分譲宅地造成事業特別会計補正予算につき

ましては、当初見込んでいた分譲宅地の販売

予定区画数を下回ることが確実であるため、

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

2,410 万円を減額し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ 2,490 万 1,000 円とする

ものであります。

　次に、議案第 13 号　平成 22 年度中能登

町ケーブルテレビ事業特別会計補正予算につ

きましては、事業所などの放送サービス新規

加入申込件数が見込みを下回ったため、光

ケーブル引き込みなどに係る工事請負費の減

額により、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ 1,082 万 7,000 円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 8,723

万 6,000 円とするものであります。

　次に、議案第 14 号　平成 22 年度中能登

町水道事業会計補正予算につきましては、資

本的収入及び支出につきまして、資本的支出

の建設改良費、総係費、手当において精算に

より 40 万円を減額し、資本的支出に対し不

足する額を２億 2,129 万 1,000 円に改める

ものであります。

　続いて、議案第 15 号から議案第 22 号ま

での新年度各会計予算についてご説明をいた

します。

　最初に、議案第 15 号　平成 23 年度中能

登町一般会計予算につきましては、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ127億4,900

万円とするもので、前年比36億5,500万円、

40.2％増とするものであります。

　第２表債務負担行為では、統合中学校建

設事業に係る債務負担行為限度額が 23 億

9,740 万 5,000 円とし、第３表地方債で

は、各事業費の地方債限度額を総額で 32 億

3,480 万円とするものであります。

　平成 23 年度の主な事業として、継続事業

では土木費で道の駅実施設計費、教育費で統
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合中学校建設等関連事業費、新規事業とし

て、民生費であおば保育園省エネ改修工事

費、農林水産業費で農産物特産品開発支援事

業費、商工費で古墳公園芝生広場の拡張工事

費、中能登町旧３町の歴史文化を紹介する中

能登百物語の発刊費等を計上したほか、衛生

費で小児用肺炎球菌とヒブワクチン、中高生

の女子を対象とした子宮頸がんワクチン接種

費用の全額助成費を計上いたしました。

　また、行財政改革の一環として本年６月よ

り鹿島庁舎及び鹿西庁舎の宿日直業務を廃止

し、鳥屋庁舎で一本化することとしておりま

す。町民の皆様には、何卒ご理解を賜ります

ようお願いを申し上げるものであります。

　また、職員数に関しましては、平成 22 年

度中の退職者 14 名に対し、新規採用者８名

を予定しており、できる限り正規職員の抑制

を図っているところであります。保育園など

法律の規定に基づいた配置基準を遵守するた

めには、不足する職員を嘱託臨時職員として

採用することで現在の行政サービスを維持し

ていきたいと考えておりますので、この点に

つきましても町民の皆様のご理解をいただき

たいと思っております。

　さらに、町債の一部を繰上償還することに

より、持続可能な健全財政を維持し、実質公

債比率等の財政指標の改善を図っていくこと

としており、今後も引き続き行財政改革を推

進していく所存であります。

　次に、議案第 16 号　平成 23 年度中能登

町後期高齢者医療特別会計予算につきまして

は、後期高齢者医療広域連合納付金等の予算

を計上し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ２億 1,092 万 2,000 円とするもので

あります。

　次に、議案第 17 号　平成 23 年度中能登

町介護保険特別会計予算につきましては、介

護サービス及び支援サービス等諸費や、新た

に第５期介護保険事業計画策定等に係る予算

を計上し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ 18 億 5,482 万 5,000 円とするもの

であります。

　次に、議案第 18 号　平成 23 年度中能登

町国民健康保険特別会計補正予算につきまし

ては、一般及び退職者被保険者にかかる保険

給付費や後期高齢者支援金並びに共同事業拠

出金等の予算を計上し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ 20 億 8,700 万円とする

ものであります。

　次に、議案第 19 号　平成 23 年度中能登

町下水道事業特別会計予算につきましては、

社会資本整備総合交付金事業として、鹿西中

部浄化センター第２系列水処理施設改築工事

及び鹿島中部処理区第２汚水幹線管渠布設工

事費等を計上し、歳入歳出予算の総額を、歳

入歳出それぞれ 15 億 4,250 万 5,000 円と

し、第２表地方債では、地方債限度額を４億

2,650 万円とするものであります。

　下水道事業予算におきましても、行財政改

革の一環として、汚水処理施設基本構想及び

長寿命化計画に基づき、平成 22 年度より順

次、施設の改築・更新と統廃合に係る予算を

計上しており、各施設の建設から維持管理に

おける費用の縮減を図り、下水道事業特別会

計の健全化に努めてまいります。

　次に、議案第 20 号　平成 23 年度中能登

町分譲宅地造成事業特別会計予算につきまし

ては、定住対策を一層推進するため、新たな

宅地造成調査費を計上し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ 2,089 万 7,000 円と

するものであります。

　次に、議案第 21 号　平成 23 年度中能登

町ケーブルテレビ事業特別会計予算につきま

しては、放送サービスの運営費や告知端末

サービスの管理費、また、新規加入者などへ

の光ケーブル引き込み工事費等を計上し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 8,289

万 4,000 円とするものであります。

　次に、議案第 22 号　平成 23 年度中能登

町水道事業会計予算につきましては、収益
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的収入３億 463 万 3,000 円、収益的支出

を３億 2,234 万 5,000 円とし、また資本的

収入を６億 2,710 万円、資本的支出を８億

8,595 万 7,000 円とするものであります。

　主な事業として、水圧適正化管路整備事業

費や春木浄水場施設改良工事費、越路及び後

山地内での配水池築造費を計上しておりま

す。

　水道事業会計におきましても、中能登町総

合計画に基づいた上水道統合整備事業を推進

し、管路の更新と上水道施設の統廃合に係る

予算を計上しており、将来にわたる経費縮減

を図り水道事業会計の健全化に努めてまいり

ます。

　以上が、提案いたしました予算の主な内容

でありますが、執行にあたっては効率的な予

算執行に努めてまいりますので、議員各位の

ご理解とご協力をお願いをいたします。

　次に、議案第 23 号から議案第 28 号まで

の指定管理者の指定についてであります。

　まず、議案第 23 号　指定管理者の指定に

つきましては、新たに姫塚いきいき公園の管

理について、春木区を指定管理者として指定

するもので、地方自治法第 244 条の２第６

項の規定により議会の議決を求めるものであ

ります。

　次に、議案第 24 号から議案第 28 号につ

きましては、平成 23 年度３月 31 日で指定

期間が満了となるため、引き続き指定管理者

として議会の議決を求めるものであります。

　議案第 24 号　在宅複合施設「ほのぼの」

の指定管理者として、社会医療法人財団董仙

会を、議案第 25 号　デイサービスセンター

「いこい」の指定管理者として、社会医療法

人財団董仙会を、議案第 26 号　デイサービ

スセンター「ひまわり」の指定管理者として、

社会福祉法人中能登町社会福祉協議会を、議

案第 27 号　高齢者グループホーム「しあわ

せの里」の指定管理者として、有限会社しあ

わせの里を、議案第28号　老人福祉センター

「ゆうゆう」の指定管理者として、社会福祉

法人中能登町社会福祉協議会を指定するもの

であります。

　最後に、同意第１号　中能登町固定資産評

価審査委員会委員の選任につき同意を求める

ことについてであります。

　平成 23 年４月 27 日をもって現職３名の

方々の任期が満了となりますが、資産評価に

関して広く識見を有する方々であり、引き続

き選任いたしたく、同意を求めるものであり

ます。

　以上、本日提出をいたしました議案等の概

要についてご説明申し上げましたが、議員各

位におかれましては、慎重なる審議をいただ

き、適切なる議決を賜わりますようお願いを

申し上げて、提案理由の説明を終わります。

　ちょっと訂正をさせていただきます。18

ページ、議案第 18 号の平成 23 年度中能登

町国民健康保険特別会計予算につきましては

というところを、補正が入っているというこ

とでありますので、補正を削らせていただき

ます。

○議長（坂井幸雄議員）　町長の提案理由の

説明が終わりました。

　ここで、議案質疑の準備のため、10 時 50

分まで休憩といたします。

午前 10時 40分　休憩

午前 10時 50分　再開

　◎議案質疑
○議長（坂井幸雄議員）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。

　日程第４　議案質疑

　これより、報告第１号及び議案第５号から

議案第 14 号まで、並びに議案第 23 号から

議案第 28 号までの報告１件、議案 16 件に

ついて、一括して議案の質疑を行います。

　それでは、これより質疑を行います。

　最初に、報告第１号　専決処分の承認を求
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めることについて（平成 22 年度中能登町一

般会計補正予算）について、質疑を行います。

　議案書は、６ページとなります。

　質疑の方、ございませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　次に、議案第５号　中能登町職員の勤務時

間、休暇等に関する条例の一部を改正する条

例について、質疑を行います。

　議案書、７ページから８ページとなります。

　質疑の方は、ございませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　続いて、議案第６号　中能登町立学校設置

条例の一部を改正する条例について、質疑を

行います。

　議案書は、９ページから 10 ページとなり

ます。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　次に、議案第７号　中能登町介護保険条例

の一部を改正する条例について、質疑を行い

ます。

　議案書は、11 ページから 12 ページとな

ります。

　質疑の方、ございませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　次に、議案第８号　中能登町ウェルカム定

住条例の全部を改正する条例について、質疑

を行います。

　議案書は、13 ページから 15 ページとな

ります。

　質疑の方は、ございませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　次に、議案第９号　平成 22 年度中能登町

一般会計補正予算について、質疑を行います。

　まずは、歳入全般についての質疑を行いま

す。

　議案書は、24 ページから 28 ページとな

ります。

　質疑の方は、ございませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　続いて、同じく議案第９号　平成 22 年度

中能登町一般会計補正予算の歳出について、

質疑を行います。

　ここでは、第１款議会費から第２款総務費

についての質疑を行います。

　議案書は、29 ページから 35 ページとな

ります。

　質疑の方は、ございませんか。

　５番　宮下議員

　　〔５番（宮下為幸議員）登壇〕　

○５番（宮下為幸議員）　第２款総務費、32

ページ。補助金で細目が企画総務費です。補

助金、能登有料道路通行料金軽減対策費、こ

れは無料化に伴いなったと思いますが、何人

利用したのか説明願います。それと、無料化

になるための申請はどういうふうにするのか

説明を願いたいと思います。

○議長（坂井幸雄議員）　広瀬企画課長

　　〔広瀬康雄企画課長登壇〕　

○広瀬康雄企画課長　宮下議員のご質問にお

答えいたします。

　能登有料道路の通行料の軽減対策費の補助

金４万 3,000 円の増でありますが、これに

つきましては上棚から金沢方面ですね、行く

分が従来だと 100 円かかっていたと思うん

です。その分が見直しによりまして 100 円

が減額になったということであります。奥能

登方面へ行く分には変わりありません。それ

で今、何人増えたかということですが、ちょっ
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と手持ちの詳しい資料がございませんので、

また後ほどお答えしたいと思いますが、そう

いうことで、これはチケット販売をしており

まして、そういう補助金の申請は、これは県、

地元市町村、振興会、いろいろな団体で補助

をしております。それらの町が負担する分と

いうことで、今回補助金を出すことになって

おります。それで、従来ですと 560 円かかっ

ていたのが今 460 円ということです。上棚

から乗った場合のみであります。そういうこ

とで中能登町が新たに対象となったというこ

とで、今回それらを利用している方が買われ

たということで、今回の補助金の増になった

ということでございます。その利用人数の増

につきましては、少しお時間をください。よ

ろしくお願いします。

○議長（坂井幸雄議員）　ほかに、ございま

せんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　続いて、同じく議案第９号　平成 22 年度

中能登町一般会計補正予算の歳出について、

第３款民生費から第４款衛生費についての質

疑を行います。

　議案書は、35 ページから 41 ページとな

ります。

　質疑の方、ございませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　続いて、同じく議案第９号　平成 22 年度

中能登町一般会計補正予算の歳出について、

第６款農林水産業費から第８款土木費につい

ての質疑を行います。

　議案書は、42 ページから 46 ページとな

ります。

　質疑の方は、ございませんか。

　何かありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　続いて、同じく議案第９号　平成 22 年度

中能登町一般会計補正予算の歳出について、

第９款消防費から第 11 款災害復旧費につい

ての質疑を行います。

　議案書は、46 ページから 53 ページとな

ります。

　質疑の方、ございませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　次に、議案第 10 号　平成 22 年度中能登

町介護保険特別会計補正予算における、歳入

歳出全般についての質疑を行います。

　議案書、59 ページから 61 ページとなり

ます。

　質疑の方は、ございませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　次に、議案第 11 号　平成 22 年度中能登

町国民健康保険特別会計補正予算における、

歳入歳出全般についての質疑を行います。

　議案書は、67 ページから 69 ページとな

ります。

　質疑の方は、ございませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　次に、議案第 12 号　平成 22 年度中能登

町分譲宅地造成事業特別会計補正予算におけ

る、歳入歳出全般についての質疑を行います。

　議案書は、73ページとなります。

　質疑の方、ございませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　次に、議案第 13 号　平成 22 年度中能登

町ケーブルテレビ事業特別会計補正予算にお
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ける、歳入歳出全般について、質疑を行いま

す。

　議案書は、78 ページから 79 ページとな

ります。

　質疑の方、ございませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　次に、議案第 14 号　平成 22 年度中能登

町水道事業会計補正予算における、収入、支

出全般についての質疑を行います。

　議案書は、80 ページから 82 ページとな

ります。

　質疑の方、ございませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　続いて、議案第 23 号　指定管理者の指定

についての質疑を行います。

　議案書は、83ページとなります。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　次に、議案第 24 号　指定管理者の指定に

ついて、質疑を行います。

　議案書は、84ページとなります。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　次に、議案第 25 号　指定管理者の指定に

ついて、質疑を行います。

　議案書は、85ページとなります。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　次に、議案第 26 号　指定管理者の指定に

ついて、質疑を行います。

　議案書は、86ページとなります。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　次に、議案第 27 号　指定管理者の指定に

ついて、質疑を行います。

　議案書は、87ページとなります。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　次に、議案第 28 号　指定管理者の指定に

ついての質疑を行います。

　議案書は、88ページとなります。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　以上で、質疑を終結いたします。

　ここで、委員会付託を配付しますので、暫

時休憩をいたします。

午前 11時 06分　休憩

午前 11時 07分　再開

　◎議案等の委員会付託
○議長（坂井幸雄議員）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。

　日程第５　常任委員会付託

　お諮りいたします。

　ただ今、議題となっております報告第１

号及び議案第５号から議案第 14 号並びに議

案第 23 号から議案第 28 号まで、請願第１

号から請願第３号まで及び平成 22 年請願第

13 号、以上、報告１件、議案 16 件、請願

４件につきましては、会議規則第 39 条の規

定により、お手元に配付しております、議案

及び請願等付託表のとおり、それぞれの所管

の常任委員会に付託したいと思います。

　これに、ご異議ございませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　異議なしと認めま

す。

　よって、議案および請願等付託表のとおり

各常任委員会に付託することに決定いたしま
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した。

　◎特別委員会設置及び委員の選任、委員会
　　付託
○議長（坂井幸雄議員）　日程第６　予算審

査特別委員会の設置及び委員の選任、委員会

付託

　これより、予算審査特別委員会の設置を議

題といたします。

　お諮りいたします。

　議案第 15 号　平成 23 年度中能登町一般

会計予算

　議案第 16 号　平成 23 年度中能登町後期

高齢者医療特別会計予算

　議案第 17 号　平成 23 年度中能登町介護

保険特別会計予算

　議案第 18 号　平成 23 年度中能登町国民

健康保険特別会計予算

　議案第 19 号　平成 23 年度中能登町下水

道事業特別会計予算

　議案第 20 号　平成 23 年度中能登町分譲

宅地造成事業特別会計予算

　議案第 21 号　平成 23 年度中能登町ケー

ブルテレビ事業特別会計予算

　議案第 22 号　平成 23 年度中能登町水道

事業会計予算

　以上、議案８件については、13 人の委員

で構成する予算審査特別委員会を設置し、こ

れに付託して審査することにいたしたいと思

います。

　これに、ご異議ございませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　異議なしと認めま

す。

　よって、議案第 15 号から議案第 22 号ま

での議案８件については、13 人の委員で構

成する予算審査特別委員会を設置し、これに

付託して審査することに決定しました。

　お諮りいたします。

　ただ今、設置されました予算審査特別委員

会の委員の選任については、委員会条例第８

条第１項の規定により、

　１番　山本　孝司議員

　２番　笹川　広美議員

　３番　南　　昭榮議員

　４番　諏訪　良一議員

　５番　宮下　為幸議員

　６番　亀野冨二夫議員

　７番　甲部　昭夫議員

　８番　古玉　栄治議員

　９番　上見　健一議員

　10番　若狭　明彦議員

　11番　岩井　礼二議員

　13番　田中　治夫議員

　14番　作間　七郎議員

　以上、13 名を委員として指名いたしたい

と思います。

　これに、ご異議ございませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　異議なしと認めま

す。

　よって、ただ今指名いたしました 13 人を

予算審査特別委員会の委員に選任することに

決定いたしました。

　ここで、予算審査特別委員会付託表を配付

しますので、暫時休憩いたします。

午前 11時 10分　休憩

午前 11時 11分　再開

○議長（坂井幸雄議員）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。

　予算審査特別委員会の審査の議案は、会議

規則第 39 条の規定により、お手元に配付い

たしました付託表のとおりであります。

　◎予算審査特別委員会委員長及び副委員長
　　選任
○議長（坂井幸雄議員）　日程第７　予算審

査特別委員会の委員長、副委員長の選任

　特別委員会の委員長、副委員長の選任を議
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題といたします。

　特別委員会委員には、次の休憩中に委員

長、副委員長の互選を行い、その結果を議長

に報告願います。

　ここで、暫時休憩をいたします。

午前 11時 14分　休憩

午前 11時 31分　再開

○議長（坂井幸雄議員）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。

　先ほどの答弁の中で、答弁漏れがありまし

たので発言を許します。

　広瀬企画課長

○広瀬康雄企画課長　先ほど、宮下議員の能

登有料道路の割引券の補助金のところで、数

量的な答弁ができませんでしたので、調べま

したので、答弁をいたします。

　能登有料の補助金につきましては、通行券

の綴りを販売しております。それに基づいて

石川県公社、それと地元の町でそれぞれ補助

金を出す仕組みになっております。

　それで今回、これは奥能登方面、穴水方面

へ向かうものが対象になるんですが、それら

の利用者が増えたということで、現在見込ん

でおるのは普通車で、これは枚数になりま

す。１枚あたりになりますので 638 枚、現

時点で増加しております。それと軽自動車に

つきましては 93 枚の増加。これは２月末で

すのでまだまだあるということで、今回合わ

せて４万 3,000 円分の補助金を増額補正と

いうことで見込みで計上したものでございま

す。

○議長（坂井幸雄議員）　ただ今、予算審査

特別委員会における正副委員長の互選につい

て報告がありました。

　委員長に、13番　田中治夫議員

　副委員長に、10番　若狭明彦議員

　以上のとおりであります。

　◎休会の決定

○議長（坂井幸雄議員）　日程第８　休会の

決定について議題といたします。

　お諮りいたします。

　各常任委員会、予算審査特別委員会審査等

のため、３月４日から 13日までの 10日間、

休会といたしたいと思います。

　これに、ご異議ございませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（坂井幸雄議員）　異議なしと認めま

す。

　よって、３月４日から 13 日までの 10 日

間、休会とすることに決定いたしました。

　◎散　　会
○議長（坂井幸雄議員）　以上で、本日の日

程は終了いたしました。

　本日は、これをもって散会といたします。

　ご苦労さまでした。

午前 11時 35分　散会



－ 14－



－ 15－

平成23年３月14日（月曜日）

○出席議員（14名）

　　１番　　山　本　孝　司　　議員　　　　　８番　　古　玉　栄　治　　議員

　　２番　　笹　川　広　美　　議員　　　　　９番　　上　見　健　一　　議員

　　３番　　南　　　昭　榮　　議員　　　　　10番　　若　狭　明　彦　　議員

　　４番　　諏　訪　良　一　　議員　　　　　11番　　岩　井　礼　二　　議員

　　５番　　宮　下　為　幸　　議員　　　　　12番　　坂　井　幸　雄　　議員

　　６番　　亀　野　冨二夫　　議員　　　　　13番　　田　中　治　夫　　議員

　　７番　　甲　部　昭　夫　　議員　　　　　14番　　作　間　七　郎　　議員

○説明のため出席した者

　　町　　　　長	 杉　本　栄　蔵	 税  務  課  長	 吉　田　外喜夫

　　副　 町　 長	 小　山　茂　則	 農  林  課  長	 大　村　義　一

　　教　 育　 長	 池　島　憲　雄	 上下水道課長	 大　森　一　義

　　参事兼総務課長	 永　源　　　勝	 保健環境課長	 西　浦　　　順

　　参事兼土木建設課長	 表　　　辰　祐	 会  計  課  長	 松　栄　哲　夫

　　参事兼住民福祉課長	 坂　井　信　男	 教育文化課長	 堀　内　浩　一

　　企  画  課  長	 広　瀬　康　雄	 生涯学習課長	 平　岡　　　保

　　情報推進課長	 澤　　　伸　一	 教育委員会教育長	 濱　田　　　繁
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○職務のため出席した事務局職員

　　事務局長　　谷　　　敏　則　　　　　　書　　記　　土　屋　哲　雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   〃   　　　島　元　奈緒美

○議事日程 ( 第２号 )

　　平成 23年３月 14日　　午前 10時開議

　日程第１　一般質問
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午前 10時 00分　開議

　◎開　　議
○議長（坂井幸雄議員）　ここで、本日の会

議に入ります前に、３月 11 日、東北関東地

方を中心にマグニチュード 9.0 という世界最

大級の地震が発生し、大津波による大変な被

害を受けられた方々にはお見舞いを申し上げ

ます。

　また、亡くなられた方、不明の方は数万人

にも上るとの報道がなされております。　　

　ここで、中能登町議会として、哀悼の意を

表し黙祷を捧げたいと思います。

　　（黙祷）　

　終わります。

　ただ今の出席議員数は、14 名です。定足

数に達しておりますので、本日の会議を開き

ます。

　本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

です。

　◎一般質問
○議長（坂井幸雄議員）　日程第１　一般質

問

　これより、一般質問を行います。

　あらかじめ申し上げておきます。一般質問

についての各議員の持ち時間は、１時間であ

りますので、守っていただくようお願いしま

す。

　また、執行部におかれましては、的確な答

弁を求めておきます。

　それでは、通告順に質問を許します。

　13番　田中治夫議員

　　〔13番（田中治夫議員）登壇〕　

○ 13 番（田中治夫議員）　本題に入る前に、

東日本での大震災、犠牲者も大変多く出てお

るわけであります。心からご冥福をお祈りを

申し上げます。そしてまた、連絡を取れない

不明の方々、その方の方がまだ多いという報

道であります。一刻も早く無事で救出される

ことを念ずるものであります。また、被害を

受けられたその地域の大変多くの方々にも改

めてお見舞いを申し上げるものであります。

　幸いにして、私どものこのふるさと中能登

町、大きな災害という経験をしておりませ

ん。有り難いことだと思っております。がし

かし、災害はいつ起こるか分からない。そう

いう思いでこの機を大切にしながらなお一

層、安全で住み良い中能登町にお互いに共有

認識という形でしっかりとした素晴らしい中

能登町づくり、ふるさとづくりに励みたい。

そういうことを思うわけであります。

　それでは、通告に従いまして、一般質問を

いたします。

　今３月定例会におきまして、統合小学校基

本設計費が予算計上され、中学校統合に続い

て鹿島地区の小学校を統合する方針ですが、

どのような理念、根拠、考え方なのか答弁を

願います。

　次に、７点について申し上げます。

　１つは、基本設計までの経緯、また今後の

スケジュール及び新校舎の建設か、旧校舎の

改築か。また新校舎となった場合の建設場所

はどこなのか。

　３点目、平成 18 年の中能登町学校統合検

討委員会での答申で、参考意見としてありま

した鹿島地区の小学校を２校とする案があり

ました。そのことを検討されたのか、されな

かったのか。

　４点目、平成 18 年の答申当時の鹿島地区

での４校の児童数と現在の児童数、また、出

生届からの推測で将来の児童数はどのように

推移していくのか。

　次に、児童数が減っていない学校を廃校と

する根拠が理解できないわけであります。

　６つ目、対象となる御祖小学校、滝尾小学

校、越路小学校の校下の住民への理解をして

いただく。あるいはまた保護者、関係者への

説明等の手法、及び時期はいつごろ予定して

おるのか。
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　７つ目、昔は 10 年一昔と言われたときも

ありました。最近は、世界はもちろん国内も

５年一昔ぐらいに言われるように変化が激し

くなってきております。従って 18 年当時の

統合ありきの答申内容に基づいたかたくなな

発想はいかがなものか。

　最後になりますが、越路小学校を存続させ

るという私の思いは、この場でも再三申し上

げてきました。この越路小学校の存在につい

ての私の考え方を４点にわたって述べさせて

いただきます。

　経済効果ばっかりを追求する町立小学校の

運営のあり方に疑問があるわけであります。

現在、中能登町も含めて世の中の小学校運営

は統合であります。少子化、市町村合併の影

響、地方自治体の財政悪化により経済効率性

を追求する学校運営がなされております。

　つまり、学校の数を少なくした方が経費が

安上がります。町という行政が勝手につくっ

た単位ではなく、地域社会として過去からあ

る生活単位、今回の場合は越路地区でありま

す。そういう意味では、特にその校下には小

学校が必要なのであります。

　２つ目、越路小学校は創立 140 年になり

ます。明治時代の越路地区の大先輩たちの教

育に対する熱い思いで設立されました。当時

は学校設立のために、地域の篤志家が寄付を

募って土地をも提供したわけであります。そ

ういう歴史と伝統のある小学校を簡単に統合

してよいのでしょうか。なお、また、越路小

学校の運動会、６月５日に決められておりま

す。決めております。それは創立記念日とい

う６月５日になるわけであります。多くの学

校は土曜日とか、そういう時に運動会がなさ

れておるわけであります。

　３つ目、地域社会の結束にも学校というも

のは必要であります。地域の住民が学校と児

童を常に見守り、育てていくと同時に、学校

を通じて地域住民の繋がりが強くなる。連帯

感であります。友情であります。これは、学

校運営と地域社会を活性化する好循環の仕組

みであります。

　次に、地域住民に見守られて子供は育って

いくわけであります。遠くの学校へ行くのに

通学バスに乗らずに歩いて通う。「おはよう

ございます」子供たちがすれ違う人に声を掛

けます。大人も声を掛けます。車道に出て歩

いている子供に「危ないよ」と声を掛ける。

そういうお年寄り。地域に根付いた学校とい

うのは、子供たちの育成に良い影響を与える

わけであります。

　最後の１つですが、町外からの中能登町に

定住していただく。そういう流入支援策とし

て小学校教育を前面に押し立てるわけであり

ます。近くに学校があるというのは町外から

移り住む方にとっては非常に大切なことであ

ります。他の町が小学校の統廃合をしている

のであれば、中能登町は小学校をあえて残し

て教育に力を入れる町、そういうことで積極

的にアピールをし、町の施策として定住人口

を増やす。そういうことを施策としてもり立

てることであります。以上申し上げて、濱田

教育委員長、そして杉本町長にご答弁を願い

ます。

○議長（坂井幸雄議員）　濱田教育委員長

　　〔濱田　繁教育委員長登壇〕

○濱田　繁教育委員長　田中議員さんのご質

問にお答えをいたします。

　最初に理念、統合に対する理念及び考え方

についてというお話でございました。急激な

少子高齢化の進む中、健全で創造性豊かな人

材を育成するため新しい時代に対応した教育

環境の整備が必要であると考えております。

　豊かな人間性というのは、多様な人間関係

の中から生まれるものであり、これからの厳

しい時代を強くたくましく生きるために、お

互いが切磋琢磨することで知性、文化力、体

力などの向上が図られるものと思っておりま

す。

　以上、基本理念といえるかどうか分かりま
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せんが、これが私の信条であります。

　次に、小学校の統合についてのご質問にお

答えいたします。

　答申では、小学校については「統合中学校

開校後、鹿島中学校校舎及び体育館を小学校

化への改造工事を行い使用すること」とされ

ていますので、統合中学校開校を２年後に控

え、統合中学校建設の大方のめどがついてき

たと判断し、統合小学校の基本設計業務費が

計上された次第です。

　今後は、議会の皆様に説明をさせていただ

き、その後５月中に保護者の方々、地域の方々

への説明を行っていきたいと考えています。

基本設計の実施については、関係者のご理解

を得た後に行っていく考えであります。

　校舎の利用については、答申では「鹿島中

学校校舎及び体育館を小学校化への改造工事

を行い使用すること」とされていますので、

鹿島中学校校舎を小学校用に改造工事をし

て、合併特例債の期限とされる平成 27 年３

月までに完成させたいと考えています。た

だ、鹿島中学校校舎は、築後 47 年余りを経

て老朽化が進んでいますので、耐震工事を含

めて改造して使用するか、新たに建て替える

かについて、関係者の皆様方と協議をしてい

く必要があると考えています。

　また、建設場所については、答申のとおり

鹿島中学校の敷地内ということでございま

す。

　なお、体育館については、既に耐震工事を

終えていますので、これを使用していきたい

と考えております。

　次に、２校案についてのご質問にお答えい

たします。

　２校案については、これまで具体的には検

討はしておりません。

　次に、児童数についてのご質問にお答えい

たします。

　平成 18 年度は、越路小学校が 207 人、

滝尾小学校が 136 人、久江小学校が 17人、

御祖小学校が 79 人で合計 439 人となって

います。平成 22 年度は、越路小学校が 248

人、滝尾小学校が 136 人、御祖小学校が 70

人で合計 454 人となっています。合計では

15人の増となっています。

　続いて、出生児数からの今後の推移見込

み数ですが、平成 23 年度は、越路小学校が

262 人、滝尾小学校が 130 人、御祖小学校

が 65人で、合計 457 人となっています。

　６年後の平成 28 年度は、越路小学校が

266 人、滝尾小学校が 127 人、御祖小学校

が 64 人で合計 457 人となって、平成 23 年

度と同数の見込みであります。

　今後の６年間の見込みでは、越路小学校で

は児童数が少し増え、鹿島地区３小学校の合

計では変化がないと予測できますが、現在の

少子化の大きな流れからすれば、今後50年、

100 年と続くであろう小学校の長い歴史の

中で考えた場合、小学校の統合は必要である

と考えています。

　今後は、議会の皆様のご理解を得て、でき

れば５月中に保護者の方々や地域の方々に説

明を行いたいと考えております。

　確かに現在は、長い先を見通すことがしに

くい状況にありますが、少子化の大きな流れ

は食い止めることは大変難しいと考えていま

す。特に若い世帯が多い二宮あおば台を抱え

る越路小学校は、児童数からすれば今後数年

間はピークの時を迎えますが、その後は減少

に転ずると考えます。長期的な観点からすれ

ば、今後の町財政のことを考え合わせます

と、答申の内容は尊重していかなければなら

ないと考えております。

○議長（坂井幸雄議員）　杉本町長

　　〔杉本栄蔵町長登壇〕

○杉本栄蔵町長　まず私の方からも東日本大

震災で被災されました皆様方に心からお見舞

いを申し上げますとともに、亡くなられた

方々には心から哀悼の意を表したいと思いま

すし、また、みんなで一日も早い復興を願っ
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ておりますし頑張ってまいりたい、そんな思

いでおります。

　それでは田中議員の質問にお答えをいたし

ます。

　ただ今、田中議員の越路小学校の存続につ

いての熱い思いをお聞かせをいただきまし

た。私の思いを述べさせていただきたいと思

います。

　まず、町や世の中の流れが経済効果、経済

効率ばかりを追求しているのではないかとお

考えでありますけれども、私は学校施設は敷

地や建設など規模が大変大きくて、建設費も

大変大きくなります。そういう中でそう簡単

に建て替えができるものではないとそう思っ

ておりますし、そういう中で適当な時期と

いったらおかしいですけれども、一番いい時

期に長い年月を見通して安全で快適な施設を

造らなければならないとそう思っておりま

す。

　また、これまでの長い歴史の中で、地域社

会の単位の一つとして小学校があり、その地

域単位の中で子供たちが見守られて育ってき

たことはその通りであると思います。しかし

ながら、少子化、そして国や地方自治体の財

政悪化による大きなうねりの中では、長期間

を見通した安全な施設環境の整備と子供たち

が切磋琢磨しながら育ってゆく環境も大変必

要であるとそう思っております。そういう中

で、できれば答申とおりの学校で進めてまい

りたいと、そう思っておりますのでご理解を

よろしくお願いをしたいと思います。

○議長（坂井幸雄議員）　田中議員

○13 番（田中治夫議員）　２点ばかり再質問

という形になるわけなんですが、明確にお答

えをしていただきたいと思います。

　この基本設計の計上の仕方ですね。基本設

計、統合しようという答申に基づいて鹿島の

３つの小学校が統合しようという、そういう

考え方。ちょっと私はそれは、教育民生常任

委員会に３月の初めに説明されたというの

か、報告されたということを聞いておりま

す。もう少し慎重に議会に対して、全員の参

加のもとでの議会にそういう「基本設計を構

想するよ」と。「３つの小学校でいくよ」と。

そういう手法ですね、丁寧な。私は乱暴だな

と思うんですよ。これを一つ明確にしていた

だきたい。そして、スケジュール的にそれぞ

れの校下の住民の方にも理解を求めたいと教

育委員長は申し上げられました。もし、万が

一、その地区、関係する地区に理解を求めら

れなかったら、結局説得できなかったらどう

されるのかなと。そういうこともちょっと懸

念するわけなんでね。

　３つ目ね、50 年先、100 年先、教育委員

長は大変、教育界のボスですからね、重鎮で

すから。合併する前からの当時濱田先生、教

育長、そして今は教育委員長。濱田先生しか

残っていないんですよ。今、旧の町長も誰も

いないし、教育委員も誰もいらっしゃらない

し。50 年先、100 年先、夢物語のようなそ

ういう考え方であれば、私の思案ですよ。そ

んなんだったら小学校残るんですから 50 年

後、100 年後も残るんですから１校にすれ

ばいい。中能登町小学校１校にすればいい。

そういう順序、合併特例債とかそんなんある

んやったら、今から準備しとけばいい。その

辺を私はあくまでも越路小学校を存続する。

児童数も減らない。日本全国に沢山あるんで

すよ。山の学校、30 人、40 人でも小学校を

残す。そういう考え方。大きな工場が３つ、

４つあってそれを１つにすれば安上がりやわ

いね、コストは。学校教育とそういう工場の

統合と工場を集約する。全く基本的に教育の

効果、教育効果を考えると私は少数でも複複

式になったらまずいですよ。極端なことを言

いますと複式でもいいんじゃないかなと、そ

ういう私の考え方ですから。答えてください。

○議長（坂井幸雄議員）　濱田教育委員長

○濱田　繁教育委員長　ただ今の再質問につ

いてお答えいたします。
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　田中議員さん、最初の提案の仕方のところ

は私は分かりませんが、説明会で、今地域の

方へ行って説明会をいたします。その説明会

で納得が得られない場合はどうかというお尋

ねでしたけれども、私どもは答申に沿ってお

話し合いをしたいと思っておりますので、是

非ご理解をいただくように力を注いでまいり

たいというふうに思っております。

　それから 50 年後、100 年後、ほんなら１

つにすればどうかというお話でした。私ども

中能登町統合検討委員会に話し合いした時に

は、いくつかの案が出てまいりました。答申

の中にも書いてあるんですけれども、いくつ

も案が出てきたんですけれども、この町が合

併する以前の教育特別委員会の時から鹿島地

区の小学校はいずれは１校にまとめるという

答申が出てまいりまして、それを尊重して統

合委員会でも１校にということでございます

ので、何とか鹿島地区１校、鹿西地区１校、

鳥屋地区１校という形で進めてまいりたい

と、こういうふうに思っております。

○議長（坂井幸雄議員）　堀内教育文化課長

　　〔堀内浩一教育文化課長登壇〕　

○堀内浩一教育文化課長　再質問の基本設計

の実施のことにつきまして答弁をさせていた

だきます。

　基本設計につきましては、地元の説明が第

一優先順位かと思います。その上での基本設

計というものをきちんとしていかないと、そ

れはいいものに仕上がらないと思いますの

で、そういうことを尊重した上での対応をし

てまいりたいというふうに思います。

　また、予算計上のことでございますが、こ

れにつきましても議員の皆さんに改めて説明

をさせていただいて進めさせていただきたい

と思います。そこら辺の点で少し乱暴な点が

あったかというご指摘でございますが、その

ことにつきましてもお詫びし、今後きちっと

対応していきたいと思いますのでご理解のほ

ど、よろしくお願いいたします。

○議長（坂井幸雄議員）　田中議員

○13番（田中治夫議員）　最後になりますが、

東日本の地震を教訓にして、幸いに中能登町

には海に面しておりません。今、新しい中能

登中学校が建設されようとしております。災

害というものは、いつ起こるか分かりません。

どうぞ、しっかりとした建物で立派な校舎で

立派な生徒を育てていただきたい。その建物

の中で。そして、災害というものに耐えうる

校舎を建てていただくように念じて私の質問

を終わります。

○議長（坂井幸雄議員）　４番　諏訪良一議

員

　　〔４番（諏訪良一議員）登壇〕　

○４番（諏訪良一議員）　最初に、この度の

地震で被災された皆様へ謹んでお見舞いを申

し上げたいと思います。

　２件について質問をしたいと思います。

　１件目は、世界農業遺産登録申請につい

て。昭和 45 年からスタートした米の生産調

整、いわゆる減反政策ですが、あたかもバブ

ル経済期とマッチした上に、年々強化される

減反面積に伴い、山田や棚田など生産性が低

い水田が休耕や耕作放棄地となって健在化し

始めたことが引き金となって、今では秋に黄

色い花をつけるセイタカアワダチソウという

名の雑草がいつのまにか町内一円に蔓延して

しまいました。この雑草は地域の生産意欲を

表すバロメーターではなかろうかとも私は考

えているところであります。加えて、農業人

口の減少や高齢化及び生産の糧が農業から他

産業へ移行するにつれて、里山を手入れする

人手の確保が年々困難となったことも元の風

景が加速的に失われてきつつある要因とも考

えます。

　また、これらのことから自然環境の大きな

変化が生態系にも影響を及ぼしたり、伝統あ

る農村文化までもが失われようとしているの

が現状ではないかと考えます。

　このような環境の中で羽咋市以北の４市４



－ 22－

町が一体となって昨年の 12 月、国連食糧農

業機関、FAO が認定する世界農業遺産に能

登の里山里海を国内第 1 号を目指して登録

するよう申請されたことを知り感動するとと

もに、また、その責務の重大さに痛感したと

ころであります。

　世界農業遺産とは、農業関係の世界的に重

要な地域資源を未来に継承していくことを狙

いに創設されたものであるとのことです。こ

のようなことから、１つは里山の復帰と景観

の保存について。

　２つ目には、当町において農業遺産として

国内外に誇れる点、セーリングポイントはど

こにあるのか。

　３つ目には、農業遺産として次の世代へ何

を継承していくのか。これらについてお考え

を伺います。

○議長（坂井幸雄議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　諏訪議員の質問にお答えを

いたします。

　議員の言われている世界農業遺産登録申

請とは、世界重要農業資産システム、通称

GIAHS（ジアス）と言われているものであり

ます。ジアスは国際連合食糧農業機関、通称

FAO（ファオ）が提唱する、農業・農村に関

連して後世に残したい資産、具体的には農産

物・伝統農法・農業用施設・利用方法・生物・

景観・伝統文化、工芸などを登録するシステ

ムであります。農業版の世界遺産と言われて

おります。ジアスの目的は、これら遺産の保

全・管理、活用を図っていこうとするもので

あります。

　今回、能登地区の羽咋市、七尾市、輪島

市、珠洲市、中能登町、志賀町、穴水町、能

登町の首長で組織する「能登地域ジアス推進

協議会」の名前で、昨年の 12月 16日にファ

オに対して認定申請書を提出いたしておりま

す。

　認定されれば、能登地域の知名度の向上と

地域の活性化が図られるものと期待をされて

おります。

　認定の時期については、今年の６月から９

月の間でないかと言われております。

　ジアスの認定地域は、世界で９カ国、８地

域しかなく、もし認定されれば同時期に認定

を申請いたしました新潟県佐渡市とともに、

国内で初めてのケースになります。

　登録にあたっては、遺産の保全・管理等を

行うアクションプログラムを今月中に作成す

ることになっており、現在作業を進めており

ます。

　議員の言われる、里山の復帰や景観につい

ても、この中で位置づけていきたいと考えて

おりますが、この登録を契機として町民の皆

さんにふるさとに愛着を持っていただくとと

もに、世界農業遺産の名に恥じないよう里山

の保存等に取組んでいきたいと考えておりま

す。

　次に、セーリングポイントについては、今

回の申請が能登地域を対象としているため、

能登地域全体の内容になりますが、能登にお

ける米づくりの起源は 2,100 年前に遡るこ

とができ、この長い歴史の中で、農林水産業

と一体となって数々の伝統・文化が育まれて

いること。他に類を見ない地形条件から里山

里海が一体となり、稀少な生態系が保存され

ていること。伝統的な野菜・豆類、果樹など

の栽培や畜産が展開されていること。更に、

持続的な農林水産業の振興、生物多様性の保

全に向けて取組みが進められているところで

あります。

　次に、本町において農業遺産として次世代

へ継承するものについてでありますが、主な

ものとしては、農産物としてコシヒカリ、能

登野菜、白ねぎ、金糸瓜、小菊かぼちゃ、こ

ろ柿。そして伝統農法としてはざがけ。農業

用施設としてため池、隧道。利用方法として

体験農園。生物として生き物調査、稀少な生

物。景観として古墳公園、原山大池。伝統文

化としてばっこ祭り、開山祭、鎌打神事、三
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番叟、滝開き。そして伝統工芸として能登上

布、能登ちょうちんなどが該当するのではな

いかと考えております。

　何分、初めてのことであり、まだはっきり

しない点もありますが、ジアスに登録される

ことによって、国内外から能登地域を訪れる

観光客が増え、能登地域で採れた農産物がブ

ランド化されることにより、能登地域全体の

活性化が図られ、ひいては中能登町の活性化

に繋がっていくものと考えております。ご理

解のほど、よろしくお願いいたします。

○議長（坂井幸雄議員）　諏訪議員

○４番（諏訪良一議員）　私がこの世界農業

遺産に登録ということを初めて知ったときに

連想したのは、最近ではあまり歌われてはい

ないようですが、うちらが小学校の頃によく

聴いた童謡の中で「ふるさと」という歌があ

ります。この歌詞を連想しました。やはり、

世界農業遺産に恥じないということになる

と、最低でも今から 40 年くらい前の風景を

つくらなければかえって知名度アップが逆に

なるのではないかということを危惧するもの

であります。そういうことから、秋に黄色い

花が見られないような町内の大掃除をするこ

とも重要ではなかろうかと思うんですが、セ

イタカアワダチソウの花を満開にして世界農

業遺産はあり得ないと思いますが、このあた

りをどのようにお考えでしょうか。

○議長（坂井幸雄議員）　大村農林課長

　　〔大村義一農林課長登壇〕　

○大村義一農林課長　諏訪議員のご質問にお

答えをさせていただきます。

　ただ今、セイタカアワダチソウについての

ご質問でありますけれども、議員ご指摘のと

おりこれにつきましては、非常に景観を損な

うものというふうに思っております。

　そこで、生産組合長また区長さん等を通じ

まして、今町内に発生いたしておりますセイ

タカアワダチソウにつきましては対処をして

いきたいというふうに思っておりますので、

ご理解のほどお願いをいたします。

○議長（坂井幸雄議員）　諏訪議員

○４番（諏訪良一議員）　今ほどの決意をしっ

かりと農家の方々にまで周知徹底されるよう

取組んでいただきたいと思います。

　これを機に、世界農業遺産の名にふさわし

いまちづくりに取組むということも大変重要

なことではないかと思いますが、町長のご意

見をお聞かせください。

○議長（坂井幸雄議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　私もこの世界遺産登録を初

めて聞いたときに、素晴らしいなと。これを

契機としてこの能登の良さ、中能登の良さを

世界に広げたいなと、それが一番先に思った

ことでありました。そういう中で今言われた

ように、大変地域におきましてはセイタカア

ワダチソウや雑草の生えている所も大変多ご

ざいます。根本的になくすためにもこれから

もほ場整備や、あるいはまた農地もきれいに

していかねばならない。これは町民全体で

守っていかねばならない、そう思っておりま

す。そういう中で今言われた区長さんや、あ

るいは生産組合長さん、またそれぞれ今、江

堀ということもずっと伝統的に続いておりま

すので、それらに続きましてきれいなまちづ

くりにみんなで頑張ってまいりたいとそう

思っておりますのでよろしくお願いいたしま

す。

○議長（坂井幸雄議員）　諏訪議員

○４番（諏訪良一議員）　今年の秋にはこの

花が見られないようにしていきたい、してい

ただきたい。こんなように思いまして次の質

問に入りたいと思います。

　２件目は、旧観坊屋根、旧観坊というのは

石動山にある古い建物ですが、修復と維持管

理についてお尋ねします。

　石動山集落についての資料によりますと、

茅葺き屋根には前後、前というのは玄関側で

すが、前後左右の４面からなっております。

そして、５年に１回の割で１面ずつ葺き替え
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ていかねばならないと表記されております。

　旧観坊は、昭和 50 年に県の有形文化財に

指定されておりますことはご承知のとおりだ

ろうと思います。参考までに指定された昭和

50 年から以降、屋根の修復記録がどのよう

に辿ってきているかということを参考までに

申し上げたいと思います。

　昭和 50 年と 51 年、文化財指定を機に大

幅な屋根の改修が行われています。昭和 56

年、雪害による前面の方の屋根の葺き替えが

行われております。そして平成３年、台風

19 号による屋根の葺き替えが行われており

ます。平成 10 年、前側の屋根の葺き替え及

び北、南屋根の一部茅の差し替えです。平成

16 年、前面、北面屋根茅の一部葺き替え。

平成 19 年、雪害による北面の屋根の茅葺き

替え。そしてこの冬、新聞にも大きく出まし

たし、写真も持っておりますが、大変大きな

屋根の傷みが見られたわけです。

　茅葺き屋根といいますのは、葺き替えた直

後の新しい時には、雪が滑り落ちる。あるい

は雨水をはじくことがあるんですが、その作

用が年数が経つにしたがってだんだん薄れ

る。と同時に一転して逆に雨水を吸収した

り、また、雪が茅と凍りつくということか

ら、その重みに耐えられず屋根もろとも崩れ

落ちたというのが今度の被害の発生のメカニ

ズムだろうと思いますし、そのように石動山

の方々も表現されておいでます。

　石動山では、文化財に指定されてから 10

年間、集落の方々が当番制で 12 月から３月

はじめまで毎日囲炉裏に火を焚いたり、集落

総出で大屋根の雪下ろしをしたとの記録がご

ざいます。

　毎年２メートル前後の積雪に見舞われる石

動山集落においては、この冬の降雪量は平年

に比べて幾分多かったようですけれども、そ

の上に屋根が古かったことに加えて、冬場に

囲炉裏に火を入れていない、焚いていないこ

となどが重なったことが被害が大きくなった

要因ではないかとも言われております。そう

いうことから、天災プラスの人災ではないか

というようなことも言われております。

　この石動山の旧観坊の屋根の傷み具合が大

きく、報道されてすぐ後に富山県の南砺市の

猪谷という地域でも、猪谷というのはです

ね、合掌造りが散在する地域の一郭にあるわ

けですが、ここでも市が管理している旧観坊

と同じような時期に建った、よく似た建物が

やはり同じような傷みが新聞に大きく報道さ

れております。

　そういうことから、今後の修復について、

それから計画的な葺き替えについて、という

ことは屋根が大きく傷んでから葺き替えると

いうことになりますと、相当大きな経費がか

かると思うんです。石動山に茅葺き屋根が

あった頃には、茅の確保は各自で行う。そし

て葺き替えは集落総出の結の作業、共同作

業。これはよく合掌造りの集落でもテレビあ

たりで観ることができますし、このように屋

根を管理されております。そういうことから

やはり、この一番最初に申し上げましたよう

に、５年に１回ぐらいは葺き替えていかねば

ならないという石動山集落にまつわる生活の

知恵が表記されているように、計画的に葺き

替えるということも必要でなかろうかと。

　３つ目には、適正な維持管理について。適

正な維持管理を行っていくには、やはり茅葺

き屋根を知り尽くすことが重要ではなかろう

かと思うんです。どうしても茅葺きの家で生

活していない者が遠く離れたところから心配

しているだけでは適正な維持管理はできない

のではなかろうかと、こんなように思いま

す。これらについて伺いたいと思います。

○議長（坂井幸雄議員）　池島教育長

　　〔池島憲雄教育長登壇〕　

○池島憲雄教育長　まず、修復についてのご

質問にお答えをいたします。

　旧観坊の屋根の崩落は２月５日に発生しま

した。誠に残念ですし申し訳なく思っており



－ 25－

ます。県指定文化財ということで、すぐに県

文化財課へ毀
き

損
そん

届けを提出するとともに、応

急処置として屋根にビニールシートを掛けま

して雨水の侵入防止と雪が積もらないように

処置をいたしました。豪雪による災害という

扱いで報告するとともに、当該施設は町の建

物共済保険に加入しておりますので、保険が

適用されるよう現在協議を進めているところ

であります。

　災害という観点で保険で適用されますと、

県の補助金は望めず、修復についてはこの保

険金を財源として行っていかねばならないと

考えております。

　次に、計画的な葺き替えについてのご質問

にお答えをいたします。茅葺き屋根の寿命に

ついては先ほどもお話がありましたけれど

も、一概に何年と言えませんが、平地の方で

は 20 年～ 30 年ぐらいの間隔で葺き替えが

行われているようです。石動山につきまして

は、豪雪地であることと通常人が住んでいな

いために、寿命はもっと短いものと思われま

す。

　このことから、昭和 51 年の解体修理以来

34 年間に５回にわたり部分的に葺き替えを

行ってまいりました。今回崩落しました西面

の屋根につきましては、平成３年に葺き替え

を行い、その後平成 19 年には差し茅を行っ

ております。屋根の傷み具合は屋根の方角に

よって異なりますので、このことを考慮し

て、計画的に葺き替えや差し茅を行うなどい

たしまして、町唯一の茅葺き屋根建物を保存

していきたいというように思っています。

　しかし、葺き替えには大変な経費がかかり

ますので、財源的な問題が出てきます。財源

として県補助金を得るために、県と十分な協

議が必要であると考えております。

　それから、維持管理上の大きな問題点です

けれども、豪雪地であるために雪による被害

が最も大きいものと考えております。茅葺き

であるためいったん雪が積もりますと急勾配

屋根にもかかわらず屋根に凍り付いて、全く

落ちなくなってしまいます。また、人が住ん

でおりませんので、いったん大雪になると現

地まで行くことができず、屋根雪の除雪の対

応ができないということがあります。このた

め今後は、屋根に雪が積もらないような方策

などいろいろと調べまして必要なこと、効果

があがることを行っていきたいなというよう

に思っているところです。

○議長（坂井幸雄議員）　諏訪議員

○４番（諏訪良一議員）　私も先月の 22 日

に現地を見てきました。ビニールは掛かって

おりましたけれども、その時の積雪の量から

して、あれ以上上手なシートの掛け方はでき

ないなとは思いましたけれども、やはり天気

のいい時にシートを掛けるのとは違って、大

変条件の悪い時にシートを掛けるということ

になってくると大変な作業だと思います。

　そういうことから、今ほど保険でと言われ

たんですが、そんなに保険も高くは入れない

のではないかと思います。といいますのは、

やはり平生火を入れている建物とは違って神

社仏閣といったところは評価額は大変大きい

んですが、そんな高い保険は入れないと思い

ます。そういうことからみましても保険金に

頼らずに、やはり先手をうつことが大事では

なかろうかと。そこで何年に１度か分かりま

せんけれども、茅を順次確保していく必要が

あるのではないかと。石動山の方々は茅を毎

年少しずつ買って、そして蓄えておいでる。

それを５年に１回ずつ片面ずつ葺き替えてき

たと、そんな歴史があるんですが、そういう

ことで一つは茅葺き屋根の勉強と茅の確保、

この点をどのようにお考えでしょうか。伺い

ます。

○議長（坂井幸雄議員）　堀内教育文化課長

○堀内浩一教育文化課長　茅葺き屋根の再質

問にお答えいたします。

　まず、茅の確保の問題でございます。現在

使用している、平成 19 年に修復に使用した
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茅につきましては、五箇山産のススキの茅を

利用しております。その時は北面ということ

で狭い範囲でございましたが、やっぱりそれ

だけでも確保するのが大変な状況でございま

した。運よく何とか手に入れることができま

したが、日頃からそういう対応というのを

やっぱり考えておかないと、万が一の時には

対応できない面があるかと思います。そうい

う面では今後、ご指摘のことにつきまして検

討していかなければならないと思います。も

し、一部でも地元で対応できればという、そ

ういう考えについても必要かと思います。

　それから、茅葺き屋根のことについての勉

強ということが必要ではないかということで

ございます。その通りだと思います。中能登

町に唯一残っている茅葺き屋根はこの旧観坊

しかありません。かつて町の指定文化財と

なっておりました鳥屋地区の北野家につきま

しても、その管理が大変ということで合板の

屋根を葺かれて指定から外れたと、そういう

経緯もございます。私ども日頃は新しい建材

による住宅とか公共施設、瓦屋根も含めて対

応しておりまして、日頃のそういう勉強不足

も一つの今回の一因かなと思っております。

　また、石動山は特殊な環境にあると思いま

す。そういう特殊な状況にあるということも

踏まえた上での勉強が必要かなと思います。

今後ともきちっと対応できるように頑張って

まいりたいと思いますのでよろしくお願いい

たします。

○議長（坂井幸雄議員）　諏訪議員

○４番（諏訪良一議員）　私たちが若かった

頃には、茅葺き屋根は方々に見られたわけで

す。そんな時に雪で屋根を落としたというよ

うな話は１件もなかったはずです。というこ

とは、やはりどこかに適正でない管理の仕方

があるということが言われると思うんです

ね。そういうことから、やはり今度のこの被

害を機に、今後このようなことがないように

やはりしていただきたいと。でないと、文化

財というようなものはそんなに容易く維持管

理できるものではないとそんなように思いま

す。今後、この建物が年々古くなるにつれて、

これまで以上に傷みやすくなるということは

誰であろうと考えられるところであるわけで

す。そういうことからこれまで以上の配慮、

配慮には経費もかかります。ある程度の経費

をかけないとまた屋外にある文化財は現状の

ままではもっていけんのではなかろうかと、

こんなように思いますので、今後ともしっか

りと管理をしていただきたいということをお

願いしまして、質問を終わりたいと思います。

○議長（坂井幸雄議員）　ここで 11 時 25 分

まで休憩といたします。

午前 11時 11分　休憩

午前 11時 25分　再開

○議長（坂井幸雄議員）　休憩前に引き続い

て、会議を開きます。

　５番　宮下為幸議員

　　〔５番（宮下為幸議員）登壇〕　

○５番（宮下為幸議員）　昨年の 11 月に総

務建設常任委員会で東北の仙台の松島町を視

察に行ってきました。考えることができない

ような災害になっております。本当に心が痛

むような思いがいたします。松島町の皆さん

には心からお見舞いを申し上げたいと思いま

す。

　それでは、通告順に従いまして質問をした

いと思います。

　まずは、職員について。職員の評価はどの

ようにしているのか。まちづくりをどのよう

に職員は考えているのか。地域事業、行事等

に積極的に参画しているのか。政策部門の充

実、政策プロの育成は。公務員制度改革を変

える意識改革はあるのか。町長の分限はどう

なっているのかをお聞きしたいと思います。

○議長（坂井幸雄議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　宮下議員の職員についての

ご質問にお答えをいたします。
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　まず、職員の評価はどのようにしているの

か、というご質問ですが、職員には毎年「勤

務評定」を行っております。

　これは、職員一人一人が各評価項目につい

て自己評価を行い、それを所管課長、参事、

副町長、町長がそれぞれ評価をしていくとい

うものであり、勤務の適正や人事異動の参考

にしており、複数の目を通して客観的、総合

的に職員の評価を行うものであります。

　職員の評価に関する人事管理については、

従来の年功序列にとらわれず、個々の能力や

実績を的確に把握をして、適材適所に職員を

配置するなど、いわゆる能力・実力主義を取

り入れた人事評価を導入していきたいと考え

ております。

　これは、年功により役職につくことができ

るという考えを改め、馴れ合いで仕事をする

のではなく、良い意味での緊張感を保ち、職

員が互いに切磋琢磨をして、職員全員が能力

を高めあっていくことを期待をするものであ

ります。

　次に、まちづくりをどのように考えている

のか、という質問であります。

　本格的な人口減少社会、少子高齢化が進む

中、まちづくりはこれからますます重要な課

題であります。

　従来は、行政側が企画、立案をして、それ

を町民の皆さんにお願いをし、協力をしても

らい実現していくというのが典型的な進め方

でしたが、これからは、多様化しているニー

ズに応えるために今、何が必要か、何を求め

られているのかを行政と町民、各種団体とが

一緒になって考えていき、その実現に向かっ

て協力・連携していく、いわゆる「協働」し

ていくことが必要であると考えております。

　また、職員には今、何が求められているの

か常にアンテナを張り、それを実現するため

の企画立案する能力を身につけていく必要が

あり、そのためには職員一人一人が日々研鑚

を重ね、資質を高めていくことが大事である

と考えております。

　次に、地域事業等に積極的に参画をしてい

るのか、という質問でありますが、職員も各

地区の一区民でありますから、地区行事には

可能な限り参加をし、地域に交わっていくこ

とが大事なことであり、その中で地域住民と

の繋がりが職務にも活かされていくものと考

えております。

　職員には、地域行事には積極的に参画して

いくよう求めております。

　次に、政策部門の充実、政策プロの育成

は、という質問でありますが、地方分権が進

む中、職員の資質向上は重要な課題の一つで

あります。

　一つの職を極めることは重要であります

が、それにはそれ相当の年数を経験する必要

があります。また、組織の硬直化を招かない

ようにするためには、ある程度の年数で職員

の配置を見直す必要があります。

　このことを考慮しつつ、各業務において必

要に応じた研修を受けることや、職員それぞ

れの自己研鑚により、その担当に必要とされ

る知識や技術を身につけることが重要であり

ます。

　いずれにせよ、自分の所管する業務は、そ

の道のプロであることを常に意識をしながら

業務を遂行していくことが必要でありますの

で、そのために各種の研修には積極的に参加

をし、更なる職員の自己研鑚を求めてまいり

たいと思っております。

　次に、公務員制度改革を変える意識改革

は、というご質問であります。

　国家公務員における制度改革を受けて、町

としての対応についてのお尋ねであります

が、一番の大きな変化は年功序列から能力主

義に基づく人事評価を導入することであると

思っております。

　これにより、意欲的に職務を遂行する者に

ついては、年齢を問わず、それに見合う評価

を受けることができ、職員のやる気を引き出
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すことができるものと考えられ、従来の受け

身の姿勢ではなく、自らが自己の力量を見極

め、何が足らないのか分析することで自発的

に自己啓発にも取組むことができ、人材育成

の面からも有用であり、職員の意識改革に大

いに役立つものと考えております。

　最後に、町長の分限はどうなっているの

か、という質問であります。

　地方公務員法第 28 条に定める分限処分

は、全体の奉仕者として公正に職務を遂行で

きる環境を確保するための身分保障を前提

に、職員に必要な適格性の欠如等が存在して

公務の能率の維持・確保ができなくなる恐れ

のある場合には、公務の適正かつ効率的な運

営を図るために当該職員を降任、休職、降給、

または免職をさせることができるものとされ

ております。

　こうした処分は、公務の効率性を保つため

に行われるもので、職場内の綱紀粛正を目的

とした懲戒処分とは異なり、懲罰的な意味合

いは含まれていないものであります。

　職員の分限処分につきましては、厳正に対

処していきたいと考えております。

○議長（坂井幸雄議員）　５番　宮下為幸議

員

○５番（宮下為幸議員）　今年度の一般会計

の予算は 127 億円です。その内、町税が 16

億円。職員の給与が 17 億 8,000 万円ありま

す。昨年から比べれば 4,000 万円減になる

ということを総務課長が今回の予算の中で言

われております。

　交付税がその内 42 億円あるということな

ので、この町税が 16 億円、これは全て町の

皆さんの税金であります。そういう中で、町

の職員が本当に私は変わる時期が来ていると

思います。今までやったら、公務員であって

潰れない組織におって大過なく定年まで勤め

る。そういう考えはこれからの公務員にはま

ず、仕事をできる人が継続雇用をしていくと

いうようなあり方にしていかなければならな

いと思います。特に私も町民の皆さんから苦

情を聞いております。ラピアの職員、ゆうゆ

うの職員、そういう一部の人間が本当にいろ

んな意味で「大過なく定年までいけば退職金

あたるし」というものの考えで、皆さんの税

金を使っているということにある程度の憤り

を感じます。その辺のことについて町長は、

本当にこの役場職員が潰れない組織にいて、

大過なく定年までいくというようなものの考

えでいいのかどうか。その辺、町長はどうい

うふうな考えでおいでるのかお聞きしたいと

思います。

○議長（坂井幸雄議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　今、宮下議員からもご指摘

のあったようなお話も町長の質問箱であった

り、または直接電話であったりして気にいた

しております。

　それにつきましてはその都度、課長を通じ

たり、また副町長を通じたりして注意はして

おりますけれども、私から目に見てもやはり

意欲があるのかなというような職員も何名か

はおることは事実でありまして、それらにつ

きましては先ほども言いましたように、今ま

では定年になるまで一番安全な一番いい職場

であったというようなことではなしに、これ

からは大変厳しい町民の目があり、またいろ

んな経済情勢もあるということではなしに、

意識を変えていただいて、それ以上直らけれ

ば、やはり何らかの先ほど言ったような降

格、あるいはまたいろんな面で処分すること

も考えなければならないのではないかなとそ

う思っております。これからも厳しく話をし

てまいりたいとそう思っております。

○議長（坂井幸雄議員）　５番　宮下為幸議

員

○５番（宮下為幸議員）　分限免職でありま

すが、公務員に対する身分保障の限界という

意味で使われております。そういう中で、勤

務成績不良とか公務員としての的確性を欠

く。なかなかやっぱり町長の一つの分限免職
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の中では、なかなか本人に対してはそういう

ことを言われないと思いますが、こういうこ

とを例えば、今４月から議会も活性化委員

会、入っていくつもりです。そういう中で議

会の議決範囲を拡大する意味で職員定数の問

題、分限的な問題、退職手当の問題、そうい

うことを議会にも議決範囲を拡大するという

ことは考えられるのですか。これは法的なこ

とを待たんとだめなのですか。その辺のこと

を聞きたいと思います。

○議長（坂井幸雄議員）　永源参事兼総務課

長 

　　〔永源　勝参事兼総務課長登壇〕　

○永源　勝参事兼総務課長　今ほどの宮下議

員の質問でありますが、議会の同意をいただ

いてそういう処分をするということは、今現

在できないと思います。また、そういう点に

つきましても上部団体であります県等の意見

も聞きながら、また議員の皆様方とも相談し

ながらまた進めていきたいと思いますのでよ

ろしくお願いいたします。

○議長（坂井幸雄議員）　５番　宮下為幸議

員

○５番（宮下為幸議員）　先ほど町長は、４

月の人事異動も含めてということを言われま

した。東京都庁の試みとして管理職選抜と養

成の仕組みというのが出ておりました。それ

は、ジブローテーションという定期的に職務

の異動を行う。それの利点は特定の職域だけ

ではなく、職に対する幅広い知識や視野を持

つことができるとなっております。本人の適

正を見出すことができ、適材適所の人員配置

が可能になる。これは学歴、学閥、そういう

ものは一切とらわれないで能力主義、実力主

義でやるということになっておりますが、そ

ういう、例えば組織で動く場合に、東京都庁

はいいのかどうか分かりませんが、そういう

定期的に異動するということに関しまして、

例えば１年も定期であるかも分かりません。

その辺、長い 60歳の定年、男の人は 60歳、

女の人は 54 歳なんですけれど、そういう定

期的に行って適材適所の箇所を見つけていく

ということは考えられているのかどうか。お

聞きしたいと思います。

○議長（坂井幸雄議員）　永源参事兼総務課

長

○永源　勝参事兼総務課長　中能登町になり

ましてから丸６年が経ちました。その間毎年

４月には定期異動等を行っております。そう

いう意味では適材適所という意味で人事はし

ていると思います。専門職については、１箇

所におる職員もいますが、定期的にほとんど

の職員につきましては、定期異動で異動をし

ております。

○議長（坂井幸雄議員）　５番　宮下為幸議

員

○５番（宮下為幸議員）　２番目の職員はま

ちづくりをどのように考えているか。本当に

職員自体、これは一部の職員がそういう苦情

とかいろんなことが出てきとるかも分かりま

せんが、本当にあと一般職の人が 262 人お

いでると聞いております。そういう中で、本

当にまちづくりのことをどういうふうに考え

ているのか。自分が町のために何ができるか

ということを常日頃考えているのか。その辺

ですね。私はまちづくりは本当に地域づくり

から始まると思います。地域づくりイコール

住民づくり、そしてまちづくりができると私

は思っています。そういう思いを職員一人一

人が自分が町のために「おら何できる」「私

何できる」ということを常日頃考えるよう

な、そういうコミュニケーションというか、

そういうことを人事配置の中で考えておられ

るのかどうか聞きたいと思います。

○議長（坂井幸雄議員）　永源参事兼総務課

長

○永源　勝参事兼総務課長　宮下議員のご質

問にお答えいたします。

　先ほどの町長の答弁にもありましたが、職

員には地域行事には積極的に参画するように
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常に申しております。また、先月に生涯学習

のつどいの折にいろどりの社長の講演会等が

ありました。そういう場合におきましても職

員に聴いていただいて、主査以上の職員につ

いては感想文といいますか、自分の町にあて

はめたまちづくりをどのようにすればいいか

という、そういうレポートも出させていると

ころでございます。職員については、そうい

う意識づけは常日頃持つように申しておりま

すので、ご理解のほどお願いいたします。

○議長（坂井幸雄議員）　５番　宮下為幸議

員

○５番（宮下為幸議員）　今、まちづくりに

ついて個々にどういうふうに自分が町のため

にできるかということを常に職員の皆さん

も、我々議員もやっぱり持たなくてはいけな

いと思います。やっぱりこれからはいろんな

意味で自治体間の競争が始まっております。

隣接の市町村に負けないような町をつくって

いかなければならないと思います。一番には

財政の健全化。あとはやっぱり経営改革、町

の経営改革はできるか。そして質の高い公共

的なサービスはできるか。その中で中能登町

が隣接の市町村に負けないようなまちづくり

を、これから職員、議会も含めてこれから考

えていく必要があるのではないかなというこ

とを思います。

　それでは次に、聴覚障害者についてをお尋

ねします。

　聴覚障害者はどのくらいいるのか。手話通

訳、要約筆記等の活動状況は。手話通訳、要

約筆記等の経験職員はいるのかを聞きたいと

思います。

○議長（坂井幸雄議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　宮下議員の聴覚障害者につ

いての質問にお答えをいたします。

　１点目の聴覚障害者は何人おいでるのかと

いう質問でございますが、中能登町で聴覚障

害で手帳を取得しておいでる方は、３月７日

現在で 125 人おいでます。

　障害程度の等級別では６級が 70 人、４級

が 16 人、３級が 18 人、２級が 20 人、１

級が１人でございます。

　２点目の手話通訳、要約筆記等の活動状況

はということでございますが、町では地域生

活支援事業のコミュニケーション支援事業で

石川県聴覚障害者協会と契約を結び、聴覚障

害者の方が公共機関への用務、病院の受診、

障害者団体等が開催する会議へ出席する場合

等に手話通訳者及び要約筆記者を派遣をして

おります。

　平成 21 年度の手話通訳利用者は３人で延

べ 20 回、平成 22 年度の利用者は４人で延

べ 23 回、要約筆記利用者は１人で、平成

21 年度２人、平成 22 年度は６人の派遣を

行っております。

　町の行事においては、昨年 10 月に行われ

た町社会福祉協議会主催の「福祉のつどい」

の講演会で手話通訳者と要約筆記者を配置を

しております。

　また、今月 17 日に行われる福祉講演会に

おいても手話通訳者の配置を予定しておりま

す。

　また、聴覚障害者への理解を深め、地域ボ

ランティア等への参加を目的として七尾市と

中能登町が合同で手話・要約筆記奉仕員養成

講座を行っており、平成 22 年度中能登町か

ら手話奉仕員の入門課程で５人の方が、入門

課程修了者が対象の基礎課程では３人の方

が、要約筆記奉仕員養成講座では１人の方が

受講をされておいでます。

　３点目の手話通訳、要約筆記等経験職員は

いるのかということでございますが、町職員

の中で平成 17 年度から平成 22 年度までに

手話奉仕員入門講座修了者は３人、大学時に

授業を受けた者が２人、また要約筆記奉仕員

養成講座修了者は２人おります。

　今後の聴覚障害者への対応については、平

成 23 年度に第２期障害者基本計画及び第３

期障害者福祉計画の見直しに取組んでおりま
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す。このため障害を持っておいでる方全員を

対象にアンケート調査を実施をし、障害者の

皆さんの実情やニーズを把握するとともに、

安心して暮らせるまちづくりのための福祉に

対する考えや、障害者施策のあり方について

の意見を次期計画に反映をさせていきたいと

考えております。

○議長（坂井幸雄議員）　５番　宮下為幸議

員

○５番（宮下為幸議員）　今、社会福祉のつ

どいで手話通訳と要約筆記をしたということ

を言われましたが、これは中能登町の人じゃ

なくて七尾市か羽咋市の人がされたものです

か。その辺はどういうふうになっております

か。

○議長（坂井幸雄議員）　坂井参事兼住民福

祉課長

　　〔坂井信男参事兼住民福祉課長登壇〕　

○坂井信男参事兼住民福祉課長　福祉のつど

いでの要約筆記、手話通訳者でございます

が、残念ながら県の協会に登録された手話通

訳士は中能登町にはおいでない状況でありま

す。県全体で登録者は 49 名ということでご

ざいますが、そういったことでその派遣につ

きましては県の聴覚障害者協会へお願いをし

ておりますので、実際にどなたが来られる

か、どこの市町の方が来られたかにつきまし

ては現在私の方では把握しておりません。

○議長（坂井幸雄議員）　５番　宮下為幸議

員

○５番（宮下為幸議員）　今、毎日、テレビ

で東日本大震災の手話をやっております。我

が町にもケーブルテレビがありますので、是

非職員が勉強されて資格を取られて、ケーブ

ルテレビでそういう企画、125 人おいでま

すので、是非ケーブルテレビにも手話通訳を

できるように職員づくりをしていただきたい

と思います。これで終わりたいと思います。

○議長（坂井幸雄議員）　ここで昼食のため、

午後１時 30分まで休憩といたします。

午前 11時 53分　休憩

午後    １    時 30 分　再開

○副議長（甲部昭夫議員）　冒頭に申し上げ

ておきます。

　このあと午後の会議を、私、副議長が務め

させていただきます。

　それでは、休憩前に引き続き、会議を再開

し、通告順に従い一般質問を行います。

　１番　山本孝司議員

　　〔１番（山本孝司議員）登壇〕　

○１番（山本孝司議員）　今回、１つのこと

について質問したいと思います。

　統合中学校のことについて質問したいと思

います。その中でも、１つ目は部活動に使用

する施設について。もう１つは、統合中学校

建設委員会専門部会の現状についてお尋ねし

たいと思います。

　それでは最初に、統合中学校にあたり３本

柱「学力の向上、生徒会活動、部活動の強化」

の３本柱と聞いていますが、今回はこの部活

動の強化というところについてお聞きしたい

と思います。

　今、現状を少しずつ去年の暮れから建設に

向けて着工しているわけでございますけれど

も、今、その着工するにあたり部活動の強

化、合併したときには沢山の優勝旗を持って

帰れるような部活動にしたいというようなお

言葉をいただきました。それに関してですけ

れども、やっぱり個々の努力も、また指導者

などの協力も必要だと思っているんですけれ

ども、やっぱりそれに従ってそういう部活動

の施設、やっぱり施設も充実した環境の整っ

た施設というものも大事になってくると思う

んですが、教育長はそういった面でどういう

ふうに今後、施設考えているのかお聞きした

いです。

　またそれと、それに関しまして中学校の部

活動の協会、育成種目の指定校というものを

掲げたと思いますが、それにしても今、前回
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聞いた中では別に特別指定校をしたからと

いって特別な指導員、特別な施設ということ

は考えていないとおっしゃっていましたけれ

ども、その学校しかない、例えばサッカー部

ですか、そういったその学校しかないという

種目でしたら別に構わないんですが、３校同

じ種目があって、１校だけ強化指定校という

ふうに掲げるとちょっと誤解が今現在生じて

いるというふうに感じておるところでありま

す。そうなってくると、指定校からはずれた

学校の子供たちのモチベーションというか、

「うちは指定校でないんだから」というふう

にやっぱりモチベーションが下がる可能性も

ありますので、特別なんもそういう指導者、

そういう施設、そういう環境がみんな平等だ

というんだったらそういう指定校というのを

取り外していただけないのかなと。あともう

１年、２年ですかありますけれども、今まで

でもそういった「あっちの中学校行ってこう

いう部活動をしたい」というような人たち

は、別にそうやって進んでそこへ行って活動

しているわけで、そういった意味で別に特別

そんな指導者なりが関係ないんでしたらそう

いうふうにお願いしたいと思いますので、ま

た教育長の今現在の考えを聞かさせてくださ

い。

　それと、専門部会の現状についてですけれ

ども、今までこの専門部会が発足してから８

つの部会があるわけですけれども、今現在ま

でにどの部会が何回ほど開かれて、どういう

内容のことを話していたかというのを把握し

ているか。そこのところをまた聞かせていた

だきたいと思います。

○副議長（甲部昭夫議員）　池島教育長

○池島憲雄教育長　今ほど山本議員さんから

ご質問をいただきました。お答えをいたしま

す。

　まず、部活動の施設のことについてです。

新しい中学校では野球部を除いて現在ある部

は、原則全て引き継ぎたいなというように思

います。そして新しい学校で引き継ぐ部につ

いては全て統合中学校の施設を使って日常の

活動が行えるようにと考えております。

　野球につきましては、隣接する町民野球場

を有効活用する観点から高校や一般の方の大

会などが入っていない、入っている日はでき

ませんけれども、それ以外の日は町民野球場

を部活動の場として使用していくように思っ

ております。

　部活動というのは、毎日の活動でありま

す。また、授業後の活動でもあります。放課

後、生徒たちがすみやかに部活動に取りかか

ることができるように、また、事故など万が

一の時にも適切に対応できるようにしておか

なければなりません。また、顧問をはじめで

きるだけ多くの先生方の目が届くようなこと

も非常に必要になるかというように思いま

す。このような点を踏まえまして、原則、学

校の敷地内で全ての部活動が行われるように

施設の整備を進めていきたいというように

思っています。

　それから同じく部活動のことについて、強

化育成種目のことについてお尋ねをいただき

ました。

　現在、議員、今言われましたように、鹿西

中学ではどの種目をそのようにして設定して

あるかといいますと、鹿西中学では剣道部、

バレー部、柔道部、それから鹿島中学校では

バドミントン部、弓道部、それから鳥屋中学

校ではソフトテニス部、卓球部という種目に

ついて指定をさせていただきました。

　これは、この部だけ頑張れよという意味で

は決してありません。３つのことがあるんで

すけれども、新しい中学校には現在ある３つ

の中学校が伝統的に素晴らしい歴史と成果が

あがってきたという部につきましては、是

非、新しい中学校にも引き継いでいきたい

な。ただ残念ながら、１校１校でみていきま

すと、部員数が少なくなって１つ１つの学校

だけではなかなか部として成立していかない
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ような状況になってきております。「残念だ

な。町の伝統ある部が新しい中学校に引き継

がれないということになると大変寂しいな」

ということで、こういったものを種目にあげ

ていただいて、そしてできればこの２年間に

その種目に指定されたところに少し遠いんで

すけれども、その学校を選んでいただいて２

年間そこで頑張って統合中学に繋いでいただ

けないかなという、そういう思いがあります。

　それからもう１つ、最近力をつけてきた

部、これは勢いをなお一層つけていただきま

して統合中学校の開校を飾っていただきたい

なというようなこともあります。ただ、その

ことだけでありますと、特殊な部活動だけが

頑張ればいいのかというようなことにも受け

取られているということであります。新年度

からはどの部も「よし、平成 25 年度に向け

て部員も顧問も、そして地域の人たちの指導

者もみんなで頑張るぞ」「こういう計画でや

るよ」という、そういう頑張りどころといい

ますか、そういうものを計画書、あるいは申

請書に出していただきまして、「よし、ほん

なら」ということでその計画を見せていただ

いて、わずかですけれども予算的な措置もつ

けていきたいなというように思っているとこ

ろです。是非、これまでの伝統の部を２年間

消さないで、なんとか遠い場所であったとし

ても、そこへ集まっていただいて頑張ってほ

しいという、そういう思いからです。それが

１番目の部活動です。

　それから２番目、専門部会について現在ど

のような状況になっているのかということで

す。先ほどお話がありましたように８つの専

門部会があります。１つ１つについて極めて

簡単ですけれどもご報告をいたします。

　まず１番目、教育活動部会。これは学校の

先生方が委員となっていますので適宜開催さ

れ協議を進めております。新しい中学校では

どのようにしようかというような、そういう

本質に迫るような話が続けられてきておりま

す。

　２番目、閉校記念誌部会ですけれども、こ

れまで２回開催され、記念誌の主な内容構成

が決まりました。このあとは詳細な部分に

入っていきます。どのように細かく細分し、

原稿はどの方にお願いしようかとかというよ

うな、そういうようなところに入っていくの

かなと思います。次回は３月中というように

なっております。

　それから３番目、制服、体操服等部会です。

これについては、新年度の入学生から適用し

たいということで精力的に頑張っていただき

ました。全てが決定となっております。本当

によく頑張っていただいたなというように思

います。

　４番目、校章・校歌等の部会です。校章の

制定を優先いたしました。すでに作品応募が

締め切られたわけですけれども、現在候補作

品として３点が選定をされているところで

す。次の統合中学校建設委員会で決定される

という段取りになっております。校歌につき

ましては、制作の方法について過去の事例と

か近隣の学校統合での事例を調査しながら、

今後どのようにして制定をしていけばいいの

かというようなことを検討、協議をしている

最中であります。

　５番目、給食部会ですけれども、これまで

に１回の開催を行っているところです。給食

調理場をどのようにするかということにも大

きく関係していきますので、今その設備的な

面が中心に話をしていただいているように思

います。

　７番目のＰＴＡ組織部会についてです。１

回目、資料を持ち寄るなどして１回開催され

たわけですけれども、次回は３月中というよ

うに聞いております。いよいよ２年間となっ

てきましたのでＰＴＡの組織をどのようにし

ていくのかということもどんどん進んでいた

だけるものと思っております。

　それから８番目の閉校事業部会について
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は、まだ開催されておりません。今後開催さ

れて細かいことが検討されるんだなと思いま

す。

　飛ばしていきましたけれども６番目、通学

輸送部会については教育委員会からたたき台

となります資料を提出いたしました。これを

現在各委員の皆さんが検討していただいてい

るところです。次回の会合でまた少しずつ煮

詰めていきたいなというように思っていると

ころです。

○副議長（甲部昭夫議員）　山本孝司議員

○１番（山本孝司議員）　池島教育長さんか

らいろいろと答弁をいただきましたけれど

も、最初の方ですけれども、野球場以外は今

新設される中学校内で全て活動する方向でと

言いましたけれども、それは分かるんですけ

れども、今現にある施設、結構あっちこっち

いい武道館なり施設が体育館なりあると思う

んですけれども、今後そういった施設での活

動も視野に入れて、またやっていけばいいの

でないのかなと。一つにまとめてするのもい

いですけれども、今後そういった施設の利活

用というかやっていかなかったら、やっぱり

使わなんだら使わんなりに、やっぱりせっか

くのいい建物がやっぱりダメになってくる。

やっぱり利用したら利用しただけやっぱりそ

れなりにやっぱりいいのでないのかなという

ふうに思っていますので、今後そういった活

用も頭の中に入れて考えていってくれればな

というふうにも思います。

　また、もう一つ、次、新しい学校のグラウ

ンドについてですけれども、特にこの最近、

陸上関係ですか、県レベル、全国レベルにな

りますとグラウンドがやっぱりタータン製の

グラウンドの競技場というのが結構当たり前

になってきました。その中で今新しく建設の

中のなってくるグラウンドはどういったグラ

ウンドにしていこうかというふうな考えを

持っているか、またお聞きしたいと思います。

　それにできるだけその種目、頑張ってあっ

ちこっち行ってくれたらなというようなお言

葉もありましたけれども、できればそういっ

た感じでいかれればいいと思うんですけれど

も、家庭の事情で行きたくても行かれないと

いうような家庭も多々あると思います。そう

いった意味で今後、指導員の強化などしてい

ただければ、一番指定校以外の学校にもやっ

ぱり行っていただいて、そういった指導をし

ていただければなというふうに感じておるん

ですけれども、今現在４月入学の生徒の、こ

の間どういうふうな感じか人数を教えていた

だきましたけれども、種目によっては町外か

らの子供、児童も次入ってくると。また、管

内でも何人かの子供たちがあっちこっち移動

しているというふうにも説明を受けました。

そういうこともあって今後はやっぱりそうい

う子供たちのためにも親のためにも期待を

持ってそういう学校に来ているので、そうい

う指導員、指導者のやっぱり強化というのを

もっともっと考えていかなければと思います

ので、今後また２年の間にどういうふうなそ

ういった面を考えているかお答え願いたいと

思います。

　また、この専門部会に関してでも今ほど回

数やら内容を伺いましたけれども、大体の委

員会が平成 24 年９月頃までに期限があると

思いますけれども、ここをやっぱり部会に

よっては本当に開いていない部会、慌てなく

てもいいのかもしれませんが、やっぱりこう

いうものは定期的にみんなで頑張ってやって

いくぞというような気持ちを高ぶるために

は、やっぱり定期的なやっぱり部会の開催な

どしていただければなというふうに感じてお

ります。現に私所属しています部会に関して

も、本当にほとんど発足してから無いという

のが現実であります。別に期限までに決めら

れるものは決めてもいいのではないかという

ふうにも考えておりますが、そういった面も

教育長さんはどういうふうに考えているかご

回答お願いいたします。
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○副議長（甲部昭夫議員）　池島教育長

○池島憲雄教育長　今ほど再質問ということ

で沢山の項目をあげていただきました。

　まず、順不同になるかなと思いますけれど

も１点目です。新しくできる中学校で全ての

部の活動ができるような施設をというような

ことです。これは、基本的には先ほど言いま

したけれども毎日部活を行うものです。学校

を中心にして日常的に基礎・基本の練習は学

校で是非やりたいな。それに対して土曜日と

か日曜日に「何校か集まって強化練習をする

よ」「近くの中学校が集まってやるよ」とか「町

内の３つの中学校が合同練習をやってくよ」

ということになれば、やはり学校の施設でな

くて町内にある有効な施設を活用した方がよ

り効果的に行われる面もあるだろうなという

ように思います。町内にも沢山の施設があり

ます。どの施設をどのようにして残していく

のか。一般の人、中学生、高校生の皆さんの

活動する場、そういったことも含めましてま

だ本格的な検討には入っておりません。今ほ

ど言われましたように、そういうことを十分

に踏まえて施設の利活用について考えていき

たいなというように思います。

　それから、新しくできる中学校の陸上競技

に関わるグラウンドの面であります。どのよ

うに考えているのかということです。現在、

なかなかタータン製というふうに、今言われ

たかなと思うんですけれども、それにすれば

いいことは分かっているんですけれども予

算の総額との絡みもでてきます。何本かの

100 メートルの部分だけでもそういうふう

にすればいいのかなとか、そういうようなこ

とも今検討をしているところです。総額的な

面で可能であればできるだけそういう形で添

えるようにしていきたいなというように思っ

ています。

　それから、部活２年間で中学校の方に集

まって、そして練習をしてほしいということ

ですけれども、先ほど言われましたように家

庭の都合、その他でなかなか遠い学校に行け

ないという子供さんもなるほどおります。そ

ういうようなお子さんのこともありまして、

極力これからの２年間については町内の中学

校の部活合同練習というようなものを進めな

がら拠点になる学校はここなんだけれども、

あっちの学校にもこっちの学校にも部員がお

るなというようなあたりを一箇所にまとめ

て、そして活動をしていくような、そういう

システムを増やしていきたいなというように

思っています。

　それから、指導者をしっかりとつける必要

があるのではないかというように言われまし

た。なるほど私たちも中学校の部活動に沢山

の人たちに参加をしていただいて、子供たち

の面倒をみていただきたいなと思うんですけ

れども、なかなか平日はお仕事の関係でそう

いうようなことがかないません。それから、

せっかく頑張っていただいても何といいます

か、お礼なんかもなかなかできる状況ではあ

りません。「よし、それでも中学校の部活の

面倒をみてやろうか」という方がありました

ら、是非申し出ていただきたいな、喜んで力

になっていただきたいなというように思って

います。

　それから、専門部会の活動についてですけ

れども、３年間のうち１年が過ぎました。残

り２年間であります。なかなか活動が本格的

にスタートしていない部会もあったかと思う

んですけれども、いよいよ本番に入ってきた

かなというように思いますし、年度からはど

の部も精力的に取りかかっていただけるもの

というように思っています。またそれぞれの

部会に顔を出させていただきまして、そうい

うようなこともお願いをしていきたいなとい

うふうに思っています。今後ともよろしくお

願いします。

○副議長（甲部昭夫議員）　山本孝司議員

○１番（山本孝司議員）　今ほど説明してい

ただきまして何とか教育長の気持ちは分かっ
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たんですけれども、今後やっぱりこの目標、

目標を高く掲げるのは大賛成なんですけれど

も、あまり無理のある目標は掲げたらやっぱ

り皆さん負担がかかるのではないのかなと。

今現状やっぱりこれから学校、生徒、保護者、

地域と本当に皆さん団結して盛り上げていか

なければならないとおっしゃっていましたの

で、ほどほどの、ほどほどという言葉を使っ

たらなんですけれども、今統合までは準備期

間というような感じで、統合してからでもお

そくないのではないのかなというようなもの

は、別にあわてずゆっくりと今後していって

もらえばというふうに思いますので、そうい

うところも配慮して進めていただければとい

うふうに思います。

　確認ですけれども、この部門の委員会の方

というのは、統合するまでの固定でしたか。

それとも充て職といいますか、そういうふう

な感じでしたか。それだけちょっとお願いし

ます。

○副議長（甲部昭夫議員）　堀内教育文化課長

○堀内浩一教育文化課長　お答えいたしま

す。専門部会の中でも先生も沢山入ってい

らっしゃいます。先生方については人事異動

が定期的にありますので、それは充て職とい

うことになるかと思うんですが、それ以外の

ＰＴＡとかいろんな地域の代表者も中に入っ

ていらっしゃいますので、その方については

できる限り最後まで続けていただきたいと。

あと２年間のことでございますので。ただど

うしてもいたしかたない、交代したいという

場合は、それはその時にまた相談を受けなが

ら皆さんにお諮りして決めていきたいという

ふうに思っています。

○副議長（甲部昭夫議員）　山本孝司議員

○１番（山本孝司議員）　これで質問を終わ

ります。

○副議長（甲部昭夫議員）　次に８番　古玉

栄治議員

　　〔８番（古玉栄治議員）登壇〕　

○８番（古玉栄治議員）　まず、質問に入る

前に先日、東日本大震災で被災を受けられた

方々にお見舞いを申し上げます。また、沢山

の方々がまだ行方が分からないということで、

一日も早く見つかることを祈っております。

　それでは質問に入ります。統合中学校校歌

について質問いたします。

　統合中学校夢プロジェクトの取組みが始ま

り、先ほど教育長の答弁の中にもありました

が、制服部会では制服、体操服が決まったと

いうことであります。ラピア鹿島にマネキン

に着せて展示してありました。校章・校歌部

会では「中学生が夢と希望を持ち、生きる力

を育み、たくましく成長すること」をテーマ

に校章の応募があり、100 点余りの応募が

あったと聞いております。校歌に対してはど

のようなテーマで募集されるのでしょうか。

答弁をお願いいたします。

○副議長（甲部昭夫議員）　池島教育長

○池島憲雄教育長　今ほどの統合中学校の校

歌についてのご質問にお答えをいたします。

　校歌は、統合中学校建設委員会の校章・校

歌等専門部会で検討されることになっていま

す。

　校歌の制作につきましては、どのような制

作方法をとっていくのがよいのか、過去の制

作事例とか最近の県内の制作事例を参考にい

たしまして話し合いを行っていくこととして

おります。

　先ほど言われましたけれども、校章デザイ

ンの場合は、子供から大人まで応募や選考も

しやすい面がありまして、広く募集させてい

ただきましたけれども、校歌となりますと作

詞と作曲がマッチしなければなりませんし、

応募作品の選考につきましてもなかなか難し

い面があるかと思います。こういった点も考

慮して制作方法を決定していかなければなら

ないというように考えております。なお、町

歌の場合につきましては、歌詞の公募を行

い、別の方に補作していただいた後、作曲を
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委託しております。また、鹿西小学校の校歌

の場合は、作詞、作曲とも委託をさせていた

だいております。そういうことも含めまし

て、総合的に検討させていただき、いい校歌

の制定ができるように頑張っていきたいなと

いうふうに思っています。これからもご協

力、よろしくお願いいたします。

○副議長（甲部昭夫議員）　古玉栄治議員

○８番（古玉栄治議員）　今ほど校歌、確か

にどなたにでも声をかけて募集してもらうも

のではない。やはり地域のことを理解した上

で作ってもらわなければいけないのではない

かなと思います。ただ、教育長、先日中学校

の卒業式の場でも言われました。夢という言

葉を言われたかなと思います。やはり中学生

が夢をみれる人が大事ではないかなと思いま

す。例えば、ちょっと例をあげますね。金沢

明成小学校、これは、さだまさし作詞、作曲。

辰巳丘高校、五木寛之作詞、作曲山崎ハコ。

要は誰もが知っておる方、そして成功されて

いる方がいいのではないかなと。夢をみると

いう意味でね。そういう中で皆さんも多分ご

存知だと思います。我が町にも音楽で成功さ

れている方、我が町出身のお母さんの子供で

成功されている方がおいでます。名前を言い

ますと、一青窈さんです。そういう方にやは

り一度話してみるのはどうかな。実は、一青

窈さんの座右の銘は「くるもの拒まず去るも

の追わず」いい座右の銘ではないかなと思い

ます。そういう方にもやはり一度相談をして

みてはどうかなと。そういう方だと我が町と

いうことで子供たちもすごく夢を語り自慢で

きるのではないかなと思いますので、その辺

いかがでしょうか。

○副議長（甲部昭夫議員）　池島教育長

○池島憲雄教育長　校歌の制定にかかわって

今ほど大変いいお話を聞かせていただきまし

た。とにかく中学生が夢を持って将来に向

かって頑張っていかれるような、そういう校

歌ができればいいなというように思っていま

す。有名な方の場合もありますし、自分たち

の町の出身の方に依頼する場合もあります

し、いろいろとそういったことも部会の方で

総合的に検討させていただいて、一番これは

いいな、これでいくと素晴らしいなというよ

うな、そういう校歌の制定に取組んでいきた

いなというように思っております。よろしく

お願いします。

○副議長（甲部昭夫議員）　古玉栄治議員

○８番（古玉栄治議員）　教育長、私、今言っ

たのはほんの一つの一例ですので、まだいろ

いろあると思いますけれどもまた検討を願い

ます。

　続きまして、林道石動山線について質問い

たします。

　石動山は加賀、能登、越中の山岳信仰の拠

点霊場として栄え、石動山に院坊を構えた天

平寺は最盛期の中世には院坊 360 余り、衆

徒約 3,000 人の規模を誇ったと伝えられて

おります。その資料も石動山資料館に 70 点

以上のものが文化財として展示してありま

す。今、中能登町は今後、道の駅を計画して

おります。その中でやはり情報発信というと

ころもやはり出てくるのではないかなと思い

ます。そういう中で史跡石動山、史跡雨の宮

古墳、やはり大きな観光の目玉になるのでは

ないかなと思います。今、林道石動山線、道

が細く交差するのに難儀な所であります。

私、旧鹿島の時、一度質問したのですけれど

も、史跡ということでなかなか拡幅ができな

いというふうに聞いております。ただ、でき

ないからといってそのまま引くんではなく何

か方法はないか、検討できないものかなと思

います。このことについていかがでしょうか。

○副議長（甲部昭夫議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　古玉議員の林道石動山線に

ついてのご質問にお答えをいたします。

　当該林道は、石川県が管理する林道で、ご

質問の林道城石線から石動山資料館までの区

間の拡幅については、平成９年度から実施さ
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れた林道城石線開設事業と合わせ、当該林道

拡幅の検討がなされました。

　しかし、国の許可が得られず断念した経緯

があります。

　平成 13 年の大宮坊建設時に、中型バスま

では来ることができるものの、更に大型バス

の来訪者が来やすいように拡幅が検討され、

拡幅工事について支障がないか、この区間の

一部について発掘調査がされました。

　この結果、400 年以上前の遺物が大量に

出土し、石動山の史跡の中でも重要な箇所で

あることが確認をされております。

　中能登町の最も代表する史跡・観光地であ

り、県営歴史公園も整備が進んでいること

や、文化財の利活用という観点から、このま

までよいのかということはご指摘のとおりで

すが、この区間での林道の拡幅及び退避所に

ついてその現状を変更し、またはその保存に

影響を及ぼす行為については、史跡の保存と

いう立場から現状では文化庁の許可はなかな

か得られないのではないかなとそう思ってお

ります。どうかご理解いただきますようによ

ろしくお願いします。

○副議長（甲部昭夫議員）　古玉栄治議員

○８番（古玉栄治議員）　今ほどの説明です

と、やはりなかなか難しいということです。

それだったらもう一つ町長にお願いしたいの

ですが林道城石線、この付近に、どこかに例

えばバスですよね。あそこに入っていけない

ならばどこか停める場所、ちゃんとした２台

でも３台でも駐車できるような、はっきりし

た駐車場という形で、スペースではなく、そ

ういうものができないのかなと思います。い

かがでしょうか。

○副議長（甲部昭夫議員）　杉本町長
○杉本栄蔵町長　バスの駐車場につきまして

は、入り口には２台か３台停めるところはあ

りますけれども、拡幅に関してはこれももう

一度文化庁とお話をさせていただいて、いい

方へ進めていきたいとそう思います。よろし

くお願いします。

○副議長（甲部昭夫議員）　古玉栄治議員

○８番（古玉栄治議員）　今のスペースは私

も分かっているんですけれど、ただはっきり

とした駐車できるというものがあると誰もが

安心するのではないかなという思いで、例え

ばラインを引くとか、何かそういう形でして

もらえないかなと思います。

　次に、買物弱者、買物難民ということにつ

いて質問いたします。

　近年、アルプラザ鹿島を中心として鹿島バ

イパス沿いに商業施設が集約されつつありま

す。先ほども言いました道の駅も計画中であ

ります。そういう中で、町内に今まで各集落、

大概２店、３店という形で商店があったと思

いますけれども、今、極端に減っております。

地域によっては商店が１件も無い地域もあり

ます。当町で今現在、日用品を販売している

商店はどのくらいあるのでしょうか。また、

集落で商店が１店も無い集落はどのくらいあ

るのでしょうか。また、買物弱者といわれる

方はどのくらいいると思われますか。また、

買物弱者に対する対策ということについてど

のようにお考えかお答え願います。

○副議長（甲部昭夫議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　古玉議員からご質問があり

ました「買物弱者」についてのご質問にお答

えをいたします。

　最初に、当町で日用品を販売をしている商

店はどのくらいあるのか、というご質問です

が、中能登町には食料品店や青果物店、スー

パーマーケット、コンビニエンスストアを合

わせて 24 店舗が日用品を販売をされておい

でます。

　次に、集落で商店が１店も無い集落はどの

くらいあるのか、という質問ですが、中能登

町にある 44 集落のうち、32 の集落には日

用品を扱っている店舗が無いものと思われま

す。

　次に、買物弱者はどのくらいおられると思



－ 39－

われるか、との質問ですが、買物弱者を推計

するにあたって、内閣府が全国の 60 歳以上

の約 3,000 人を対象とした買物弱者に対す

る調査において、日常の買物が不便と感じて

いると回答された方が16.6％おいでました。

　このことから、中能登町にお住まいの 60

歳以上の人口に、この比率を掛けて推計をし

ますと、およそ 1,200 人の方が買物弱者と

しておいでるのではないかなと推測をされま

す。中能登町の町民の皆様方はおそらく町の

コミュニティバスや公共交通機関、あるいは

タクシーを利用したり、ご近所や親類の方々

に買物をお願いするなどして日用品を手に入

れられておいでるのではないかと思われま

す。

　最後に、買物弱者対策をどのように考えて

いるのかとの質問ですが、今後益々少子高齢

社会が進むと予想され、このことから年々買

物弱者が増加していくのではないかと心配を

しております。

　しかし、その一方で民間事業者による様々

な宅配サービスも増加をしております。例え

ば、生活協同組合による宅配やカタログ等の

通信販売などであります。

　また、介護保険においても認定を受けられ

た方への配食による見守りや、ホームヘル

パーによる買物代行、お年寄りや障害の方と

買物へ一緒に行ったりする生活援助を行って

おります。

　地元の小売店は単に物を売り買いする場の

みではなく、お年寄りの交流の場や情報交換

の場ともなっており、福祉的な観点からも大

きな意味合いを持っていると考えておりま

す。

　現在は、地元小売店の方々が直接、軽トラッ

クで商品を積み、お年寄りの家やお年寄りが

集まる場所へ出向いて直接販売している商店

の方もおいでます。

　買物は、自分で選んで自分で買うとの楽し

みがあります。こうした買う楽しみが生きが

いにもなっていると思います。

　現在は、商工会と連携をしながら、商業の

活性化を図りながら地域の商店で買物ができ

る環境を守っていきたいと考えております。

　今後とも民間事業者の皆様方とともに、こ

の買物弱者対策についてお互い知恵を出し合

いながら「住んでよかったと言われる中能登

町」となるよう進めてまいりますので、よろ

しくお願いいたします。

○副議長（甲部昭夫議員）　古玉栄治議員

○８番（古玉栄治議員）　今ほど町長の方か

ら、大体、我が町には 1,200 人くらいの買

物弱者がいるのではないかという答えでし

た。私のところにも実はそんなに多くはない

んですけれど、数名なんですけれども、今近

所の方に車に乗せて行ってもらっているとは

聞くんですけれども、その乗せていかれる方

も実は高齢で、いつまで車が運転できるか分

からないと。そういうことを考えるとこの先

どうなるのかなと。また、今は夫婦２人でい

ます。それで片一方は車に乗れますけれど

も、それも先ほど言いましたように年齢的な

問題を考えると不便だということです。それ

で今、コミュニティバスの話がでたんですけ

れども、実はコミュニティバス、大変時間が

かかります。１回出て買物をして帰るとなる

と大体半日ほどかかるのではないかなと思い

ます。その間の荷物の多さとかそういうこと

を考えると、もう少し時間を短縮するという

こともできないかなと思います。

　それと、先ほど町長の答弁の中にあった、

商店の方が車で販売されていることも聞いて

います。やはり先ほど言われましたように、

その買う楽しみですね、それがお年寄りの皆

さんの楽しみでないかなと。コミュニケー

ションを取る唯一の場所ということで、そう

いうことを考えますと、やはりそういうこと

をされる方への支援というものを、そういう

販売の方ね、何かいい方法はないかなと思い

ます。経営としては大変厳しいと思うんです
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けれども、そういう方にどんどんやはりそう

やって回っていただく。そしてなおかつそれ

で無いものに関してはより、先ほど言いまし

たコミュニティバス、少しでも短時間に買物

ができるように、疲れないような方策がとれ

ないかなと思いますがいかがでしょうか。

○副議長（甲部昭夫議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　今、町のバスにつきまして

は、今年度もう一度短時間で回れるかという

ようなことで見直しも今かけておりますし、

また、各商店につきましては、そのような方

もおいでるのか、それについてどうしても赤

字になるということであれば油代ぐらいを支

援をするような、そんなことも考えてみたい

と思いますし、また、古玉議員もコンビニエ

ンスストアをされて実態も分かっておいでま

すので、またいろんな知恵も貸していただい

て、お互いで、みんなでいい町になるように、

住んでよかったと、そんな町になるように頑

張ってまいりたいとそう思います。よろしく

お願いいたします。

○副議長（甲部昭夫議員）　古玉栄治議員

○８番（古玉栄治議員）　今ほど町長の方か

ら積極的な答弁であったかなと思います。誰

もが住んでよかった町という形で皆さんが幸

せになれるような町になるよう、今後とも私

もできることは協力いたしますのでよろしく

お願いいたします。以上で一般質問を終わら

せていただきます。

○副議長（甲部昭夫議員）　笹川広美議員

　　〔２番（笹川広美議員）登壇〕　

○２番（笹川広美議員）　皆さん、こんにちは。

　まず、質問に先立ちまして、３月 11 日に

発生した東日本大震災で犠牲になられた方々

に心からの哀悼の意を表します。そして、各

地での一刻も早い救助活動の進展、全ての被

災者の方々の無事を深く念願いたします。

　また、この３月をもって退職される表参事

兼土木建設課長、坂井参事兼住民福祉課長、

松栄会計課長、長きにわたり町行政にご尽力

いただき有り難うございました。今後も中能

登町発展のためにお力添えくださるようよろ

しくお願いいたします。

　はじめに、杉本町長、今回の大震災に対し

中能登町としても町民の皆さんとともにでき

るだけの支援をお願いしたいと思います。通

告にはありませんが、杉本町長のご所見をお

聞かせ願います。

○副議長（甲部昭夫議員）　笹川議員、ただ

今の質問は通告にありませんので、町長の答

弁は差し控えさせていただきたいと思いま

す。

○２番（笹川広美議員）　そういうことであ

りますが、町長、よろしくお願いしたいと思

います。

　それでは通告に従い質問いたします。

　まず１つ目の質問、期日前投票の円滑な実

施に向けてお尋ねいたします。期日前投票を

行うには、受付で投票人が住所、氏名、投票

日当日に投票に行けない理由を宣誓書に記入

しなければなりません。高齢者や障害者、そ

の場での記入に戸惑いやすい人たちも大勢お

られます。手が震えたり、緊張して大変との

声もあります。法令には宣誓書の記載場所の

指定はありません。自宅での記入も可能と考

えます。はがきで届く投票所、入場整理券に

期日前投票用の宣誓書を記載し、自宅で事前

に署名できるような取組みを中能登町として

是非実施していただきたいと思います。この

ような取組みは経費削減、また投票率のアッ

プにも繋がるものと考えられます。答弁を求

めます。

○副議長（甲部昭夫議員）　永源参事兼総務

課長

○永源　勝参事兼総務課長　笹川議員の質問

に選管の書記長という立場で答弁をさせてい

ただきます。

　期日前投票は、平成 15 年の制度化以後、

広く浸透し、昨年実施されました町議会議員

選挙におきましては、選挙人名簿登載者の
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20.6％、3,353 名が利用しております。投票

した人の 26.7％が期日前投票での投票とい

う結果が出ております。

　本制度では、公職選挙法施行令第 49 条の

８に基づき、投票日に投票できない事由の申

立及びその申立が真正であることを誓う申請

書の提出が定められており、中能登町の現状

は期日前投票所に備え付けた宣誓書に記載、

提出し投票していただいております。

　この宣誓書を事前に選挙人に送付し、自宅

などで署名できるようにする取組みのご提案

ですが、県内では輪島市が昨年の参議院議員

選挙から投票所入場券に宣誓書を印刷し、選

挙人に送付する取組みを行っており、この４

月に実施される県議会議員選挙におきまして

は、能美市、穴水町が導入すると承知をして

おります。

　選挙管理委員会としては、期日前投票所に

おける混雑や煩雑感等の度合い、他市町での

取組みにおける効果なども検証していきたい

と考えておりますが、昨今の国・県における

選挙執行委託費の縮減から、費用面からの検

討も必要であり、選挙人の便宜を図り、ひい

ては投票率の増加に繋がる効果的な方法につ

いて研究をしてまいりたいと思っておりま

す。よろしくお願いいたします。

○副議長（甲部昭夫議員）　笹川広美議員

○２番（笹川広美議員）　早期の実施に向け

よろしくお願いいたします。

　それでは、２つ目の質問。自殺・うつ病対

策の推進についてお尋ねいたします。

　今、日本は年間の自殺者が 13 年連続３万

人を超えるという大変憂慮すべき事態に陥っ

ております。そして、自殺者の約 90％が自

殺時にうつ病をはじめとする精神障害を有す

る状態になっていると考えられています。諸

外国では、1980 年代から自殺予防対策の柱

として、うつ病の早期発見と適切な治療に重

点が置かれております。精神医療の拡充が最

重要課題として位置づけられているのです。

日本では深刻化する自殺者の増加に対応する

ため、自殺対策における国や自治体、事業者

の責務を明記した自殺対策基本法が 2006 年

に制定されました。そして、自殺防止は社会

をあげて取組むべき課題であると、自殺者が

最も多く発生するこの３月を自殺対策強化月

間と定められております。

　そこで、自殺・うつ病対策の推進について、

以下４点にわたりお尋ねいたします。

　１点目は、当町における自殺・うつ病の実

態とその対策の現状はどのようになっている

のかお聞かせください。

　２点目は、啓発活動はどのように行われて

いるのでしょうか。現在日本人は１年間に

50 人に１人がうつ病にかかり、270 万人が

うつ病状態であると推測されています。しか

し実際に医療機関にかかっている人は 100

万人、200 万人弱のうつ病状態の人が未受

診のままでいると考えられています。なぜこ

れほど多くの人がうつ病になっていながら医

療機関にかからないでいるのでしょうか。そ

れは、うつ病という病気はかかっている本人

にも病気だと認識されにくく、そしてまた周

囲の人たちからも気づかれにくい病気だから

です。また、うちのはうつ病じゃなく怠けじゃ

ないかと誤解し、自己批判、家族批判にいたっ

てしまうこともあります。うつ病がこれだけ

身近な病気になっている現状からも私たちは

もっとうつ病という病気の理解を深めていく

ことが求められます。啓発活動が重要です。

　３点目として、うつ病に効果的な治療とし

て昨年４月から保険適用となった認知行動療

法について医療機関での取組みはどうなって

いるのでしょうか。全国的にもこの療法を実

施できる医師は不足していると聞いておりま

す。認知行動療法の普及によりうつ病の完治

に難渋している方々の早期回復につながるよ

う環境を整えていただきたいと思いますがい

かがでしょうか。

　４点目として、相談・支援体制はニーズに
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応えられているのでしょうか。誰かが話を聞

いてくれる。一緒に考えてくれるということ

が孤立感を和らげ、安心感をもたらし、それ

が自殺予防に繋がります。そして一人じゃな

いという精神的な安心感を与えることに加

え、具体的なサポートさがしを代行していく

支援がうつ状態にある人には不可欠でありま

す。うつ病に悩む家族のフォローも含め、相

談・支援体制を充実させていただきたいと思

いますがいかがでしょうか。以上４点にわた

り答弁を求めます。

○副議長（甲部昭夫議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　まず、はじめに、東日本大

地震の私の思いを述べさせていただきます。

未曾有の大地震でありまして、中能登町とい

たしましても今日、３つの庁舎の朝礼で黙祷

を捧げ、そして議会にも黙祷を捧げられまし

た。また、募金運動も全庁舎、あるいは支所、

カルチャーセンター、そういう所にもつくっ

て町民の方々からの募金をいたしますし、当

然役場の職員全て募金をすることにしており

ますし、それぞれの課の問題であったり、ま

た水道、下水道からであったり要請があれば

いつでも出るということも県の方へ伝えてあ

りますし、またこれについては我々災害の地

ではないということではなしに、日本全体で

復興に向けて頑張っていただかなければなら

ないと、そういうことについてどのようにで

きるのか県やまた国と相談をしながら精一杯

頑張ってまいりたいと、そんな気持ちでござ

います。

　それでは、笹川議員の質問にお答えをいた

します。ご質問の１点目の自殺・うつ病の現

状についてご説明をいたします。

　まず自殺については、国の調査によると平

成 10 年以降急増し、年間３万人を超える方

が亡くなっています。

　また、石川県においても平成 10 年を機に

急増し、年間 250 人余りの方が亡くなって

おります。

　自殺に至った原因は、以前は健康問題が多

かったものの、近年は経済的な問題が原因で

自殺した方も多くなっている現状がありま

す。

　このように、国・県ともに自殺者が増加し

ている状況にあるなか、中能登町においては

過去 15 年間では年間２人から４人で推移を

しており横ばいの状況にあります。

　次に、「うつ病」の実態につきましては、

国の患者調査によれば、うつ病等の気分障害

で病院を受診している方は平成 14 年頃から

増加をし、全国では年間 104 万人余りで、

石川県では１万 1,000 人程の方が病院で受

診をしている状況です。

　患者数の増加につきましては、精神科クリ

ニックが増えて受診しやすくなったことや、

軽い症状の方の受診も増えていることなども

関係しているのではないかと考えおります。

　そこで、自殺者の増加に対する対策につい

てのご質問についてお答えをいたします。

　町においては、国の自殺対策基本法、自殺

総合大綱などに基づき、平成 21 年度より地

域における自殺予防対策の啓発活動や相談支

援体制の充実を図っているところでありま

す。

　啓発活動といたしましては、９月の自殺予

防週間期間中においては、町内の４箇所のＪ

Ｒ駅前での街頭キャンペーンや住民の方が必

要な時に利用できる相談窓口の一覧表を作成

し、町内の施設等に置いてあります。また、

住民を対象とした「うつ病に関する講演会」

小学校の保護者を対象とした「子どもの心を

育てる講演会」などを開催し、うつ病の正し

い理解や命の大切さについて啓発を行ってお

ります。

　次、認知行動療法の普及についての実態に

ついてご説明をさせていただきます。

　まず、認知行動療法は、精神疾患などの患

者さん自身が行動や認知を自分で客観的に観

察し、自分自身で対処法を獲得していくこと
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ができるようにする治療であり、近年精神科

医療で用いられていると聞いております。し

かし、石川県内の医療現場においては、まだ

普及されていない状況にあります。

　認知行動療法につきましては、今後学習の

機会を持つなどして理解を深め、相談業務に

活かしていきたいと考えております。

　次に、相談支援体制につきましては、相談

員の研修会や傾聴ボランティアの育成活動支

援を通じ人材の育成を行っております。相談

員の研修内容は、傾聴を基本とした相談技術

に関する講義や演習、または多重債務につい

ての研修を民生委員、児童委員、介護支援専

門員、保育士等を対象として実施をしており

ます。

　また、相手の気持ちを受け止め理解する傾

聴ボランティアの育成につきましては、中能

登町社会福祉協議会の主催で平成 21 年度に

養成研修を開催をし、20 名の方が修了され

ております。

　修了された方は、現在施設や個人宅で高齢

者の心に寄り添い話を聴かせていただく、高

齢者を支える活動を始めておられます。

　今年度は、活動をされている方を対象に

フォローアップ研修も開催し、ボランティア

活動支援を実施をしております。

　今後、人材育成とともに相談体制の整備に

つきましても、医療機関や関係機関との連携

をはかりながら相談しやすい環境づくりを考

えていきたいと思っております。

○副議長（甲部昭夫議員）　笹川広美議員

○２番（笹川広美議員）　認知行動療法にお

いては、国の医療制度の整備の必要性も感じ

ますが、町としても関係機関に積極的にはた

らきかけ、治療効果の高い行動療法が普及す

るよう取組んでいただきたいと思います。

　また、うつ病の実態でありますが、中能登

町としてはあまり明らかではないようです

が、中能登町の町職員に関してはどうなって

いるでしょうか。全国でも合併に伴う弊害と

してうつ病を患う職員が増えたとの声が聞か

れます。また、職場のメンタルヘルス対策の

重要性も指摘され、企業等では取組みが強化

されているようでありますが、当町の職員へ

のメンタルヘルス対策は行われているので

しょうか。活力あるまちづくりのためには、

まず職員の皆さんが元気に仕事ができるとい

うことが大前提であります。再質問として、

町職員の実態とメンタルヘルス対策の現状に

ついてお尋ねいたします。

○副議長（甲部昭夫議員）　永源参事兼総務

課長

○永源　勝参事兼総務課長　笹川議員の再質

問にお答えいたします。職員のメンタルケア

についてのご質問にお答えいたします。

　職員のメンタルケアについてですが、まず

職員個々のメンタル面の把握については、自

己申告書において心身の問題等について申し

出をするという体制をとっております。その

内容によりましては、人事異動において配慮

し、また休職を促すこと等でメンタルケアを

行っております。また、プライバシーの関係

で相談しにくい場合もあるかと思いますが、

その場合には、石川県市町村共済においてい

つでもどこからでも電話で相談できるファミ

リー健康相談及びメンタルヘルスカウンセリ

ングが実施されており、フリーダイヤルで相

談することができています。いずれにせよ、

職員のメンタル面の把握は非常に難しい問題

でありますが、住民ニーズが多様化している

中で職員の精神面における健康管理について

も十分なケアを行ってまいります。どうぞご

理解願います。

○副議長（甲部昭夫議員）　笹川広美議員

○２番（笹川広美議員）　是非、しっかりと

対策を施していただきたいと思います。杉本

町長、よろしくお願いいたします。

　うつ病は早く気付けばそれだけ受診が早く

なり、自殺予防につなげることができます。

昨今、生活習慣病が叫ばれておりますが、
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21 世紀はうつ病が疾患の主流であるとも言

われております。まだまだ偏見の多いうつ病

ですが、私たちが毎年受けている定期健康診

断でメンタルヘルスチェックがあれば人目を

気にすることなく、誰もが気軽に受診し早期

発見、早期治療につなげることができるので

はないでしょうか。また、携帯電話やパソコ

ンで自分や家族の心の健康チェックがいつで

も手軽にできるシステム、心の体温計を導入

し、ホームページからアクセスできるよう取

組んでいる自治体もあります。診断結果画面

では、各種相談窓口の紹介も行っておりま

す。早期発見、早期治療に向けて今後の町の

取組みについてお考えをお聞かせ願います。

○副議長（甲部昭夫議員）　西浦保健環境課長

　　〔西浦　順保健環境課長登壇〕　

○西浦　順保健環境課長　今ほどの再質問に

ついてお答えいたします。心の体温計、市町

村によって呼び方は若干違いますけれど、

チェックシートによる利用であると思いま

す。チェックシートは、現在自分が意識して

いる心の健康状態を気軽にチェックできる

シートかと思います。シートを取り入れる場

合は、チェックシートの判定から本人が心の

状態について気付き、更には相談へと下げて

いくための環境づくりの最も重要なことだと

思います。関係機関の協力も必要なことから

今後検討させていただきたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。

○副議長（甲部昭夫議員）　笹川広美議員

○２番（笹川広美議員）　是非、積極的に取

組みをお願いいたします。ある精神科医は「う

つ病になった人だけが集団から外れて心の病

気になってしまったのではない。現代社会は

集団全体のうつ傾向も高まっている。人間関

係をつくり、感情のきずなを共有することが

集団の心の抵抗力を強めるだろう。そして何

よりも、私たちの意識改革が大切である」と

語っております。私たちは自分たちの生活、

社会をもう一度見つめ直し、支え合いの社

会、希望あふれる社会を目指して、今こそ共

に歩んでいく大切さを実感いたします。杉本

町長の力強い舵取りに期待しております。

　それでは最後の質問、町活性化のための農

産物直売所の創出への取組みについてお尋ね

いたします。

　新鮮な農産物を生産者から直接購入できる

農産物直売所が全国各地に次々と誕生してお

ります。今、全国にある農産物直売所は、

１万6,829施設、この５年間で24％も増え、

約 3,000 箇所で新たに誕生しております。

　2010 年３月に公表された消費者の意識調

査では、「農産物直売所を利用したことがあ

る」との回答は 76％にのぼり、「利用したこ

とがない」と答えた人もその 64％は「利用

してみたい」と答えており、新たな流通のあ

り方が定着していることを印象づけます。そ

して、直売所を利用する理由として最も多い

のが、新鮮さが 67％、次いで安さ 54％、地

元産だからが 28％です。中能登町でも平成

26 年の「中能登道の駅計画」において農産

物直売所の開設が予定されております。町民

の関心、期待も高く、特に農業に携わってい

る方々は強い関心とともに様々な心配を抱い

ておられます。

　そこで、農産物直売所の開設に向けて、以

下の３点にわたりお尋ねいたします。

　平成 23 年度の町の予算には新規事業とし

て特産品開発支援事業 125 万円が計上され

ております。どんな新しい特産品が生まれる

か大変楽しみな事業であります。加工品であ

れば地場の農産物に付加価値を付けて販売で

きます。また、加工品の生産に伴い新たな雇

用も生まれます。そして、直売所の年間を通

じた商品の品揃えが確保されます。幅広い年

代、そして多くの人に魅力を与え、愛される

中能登町の特産品が沢山誕生することを願っ

ております。そのためにも広く町民の皆さん

にこの事業を認知していただき関心を持って

もらい、多くの知恵、アイディア、意見を募
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りながら町、町民自慢の特産品、中能登ブラ

ンドを生み出していただきたいと思います。

　まず１点目として、特産品開発支援事業へ

の考え方、取組みをお聞かせください。

　２点目として、地元生産者の育成支援につ

いてお尋ねいたします。直売所では何よりも

品揃えを年間を通じて確保しなければなりま

せん。品揃えの取組みとして作物生産の多品

目化、周年化、出荷者数の増加、加工品など

への取組み、他の直売所などとの連携、そし

て冬場の生産確保のためのハウス栽培の導入

も必要と考えます。直売所の地産地消の取組

みには高齢者や女性など小規模農家の活躍の

場となるなどの様々なメリットもあります。

今回の道の駅の農産物直売所は、公設民営で

ＪＡが主体となり運営する予定とのことです

が、地元生産者の関わりはどのように考えて

おられますか。お聞かせください。

　３点目として、販売管理情報システムの構

築についてお尋ねいたします。ポスシステム

により生産者別、品目別、月日、時間帯別の

売上状況から消費者ニーズを把握することが

できます。また、最新の販売状況を生産者に

携帯電話のメールやファックス、電話音声な

どで毎日自動配信され、生産者は畑で携帯電

話のメールを確認し、品薄とみれば早速収

穫、そのまま売場に持ち込むことも可能にな

ります。大変効率が図られるシステムです。

是非、直売所に構築していただきたいと思い

ますがいかがでしょうか。以上、３点にわた

り答弁を求めます。

○副議長（甲部昭夫議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　笹川議員の質問にお答えを

いたします。

　地元農産物を原材料とした特産品開発の企

画を個人、団体、企業等から広く公募をし、

その企画を町が設置をする農産物特産品開発

支援委員会で審査を行い、認定された企画に

対し補助を行うものであります。

　補助対象は、農産物特産品の開発にかかる

経費として、原材料費、加工費、加工委託費、

検査費用、講師謝礼金などを考えております。

　補助率は事業費の２分の１以内とし、上限

を 25万円とするものであります。

　企業数については、５企画を考えており、

審査にあたってはアドバイザーを含め 10 名

程度を予定しております。

　次に、生産者の育成、支援についてお答え

をいたします。

　町においては、大きく分けて２つの単独事

業を実施をしております。

　１つ目は、魅力ある園芸品目育成事業、も

う１つは能登白ねぎ作付出荷推進事業であり

ます。

　魅力ある園芸品目育成事業は、さらに中

で、出品農家の育成や直売所に関連する活動

に対して補助を行う「農産物直売所関連事

業」、キャベツ、能登むすめ、ブロッコリー

などの共販品目の育成を行う「新共販品目育

成事業」、耐雪型園芸ハウスの設置を補助す

る「耐雪型園芸施設設置事業」の３つのメ

ニューに分かれております。

　また、能登白ねぎ作付出荷推進事業は、町

の振興作物である能登白ねぎの生産者拡大と

品質の向上を図るものであります。

　次に、農業者団体であるＪＡ能登わかば農

協の取組みについてですが、徳前地内にある

アグリセンター南部において、昨年の８月よ

り「農産物直売コーナー」を設置して地元農

産物の販売を行っているほか、七尾市で運営

をしている「わかばの里」の会員 268 名の

うち、中能登町の会員 64 名で中能登支部を

２月 28 日に立ち上げ、地元生産者の組織化

を図っております。

　次に、販売管理情報システムの構築につい

てですが、農産物直売所の管理・運営につい

ては、指定管理者制度の導入を考えており、

現在ＪＡ能登わかば農協と事務的協議を進め

ております。

　協議の中では、現在七尾市で運営をしてい
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る「わかばの里」において生産を行うレジと

連動し、商品の売上、在庫数、顧客データな

どのマーケティングに必要な情報をリアルタ

イムで管理できるシステムがすでに導入され

ていることから、この施設と一体的に管理を

していきたいと考えております。

　このシステムは、生産者が出した商品の販

売状況がリアルタイムでメール送信される機

能や消費者が商品を買ったときに付くポイン

トを管理するシステム、生産者がいつでも精

算書を作成できる個人精算システムなどの機

能を備わったものであります。

○副議長（甲部昭夫議員）　笹川広美議員

○２番（笹川広美議員）　今の町長からいた

だいた答弁では、地元生産者の育成支援とい

うことで、今回ＪＡに加入している中で中能

登支部というものが結成される、64 人です

か、というお話ですが、その加入していない

地元の農家に携わっているような方がしっか

りとまたそういう直売所というものに対して

参入できるような、そういった支援というも

のはどのようになっているんでしょうか。お

答え願います。

○副議長（甲部昭夫議員）　大村農林課長

　　〔大村義一農林課長登壇〕

○大村義一農林課長　先ほど杉本町長から答

弁をさせていただきました、中能登町の会

員 64 名で、今現在、中能登支部を結成した

ところであります。これにまだ加入していな

い地元の生産農家の方も若干おられるという

ふうに聞いておりますので、是非、この事業

につきましては、こういった方々にもご協力

いただきたいというふうに思っておりますの

で、今後また調整をさせてお知らせをしてい

きたいというふうに思っております。

○副議長（甲部昭夫議員）　笹川広美議員

○２番（笹川広美議員）　中能登道の駅計画

書では、農家の栽培意欲、向上、地産地消の

進展としっかりうたっておられます。地元生

産者の様々な、農家の生産者の方がこの直売

所での販売に向かって安心してよりよい作物

生産に努力できるよう、しっかりとした支援

体制というか、そういうものをしっかりまた

できるだけ早く明確に示していただきたいと

思います。杉本町長の答弁を求めます。

○副議長（甲部昭夫議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　この事業は町の活性化、こ

れからの将来に向けても大変な町として期待

をいたしておる大きな事業であります。町の

方、ほとんど、いろんなものに関心を持って

いただいて、みんなで盛り上げながら生産者

の方、そしてまた消費者の方々にも力を入れ

ていただき意見を聞きながら大きく伸ばして

いきたいとそう思っております。

○副議長（甲部昭夫議員）　笹川広美議員

○２番（笹川広美議員）　中能登町の新しい

農産物直売所が消費者にとって、また、生産

者にとっても魅力あふれる場所となり、町活

性化の大きな核となるよう総力をあげて取組

んでいただきたいと願います。以上で私の一

般質問を終わります。

○副議長（甲部昭夫議員）　ここで、３時 10

分まで休憩とします。

午後２時 53分　休憩

午後３時 10分　再開

○副議長（甲部昭夫議員）　休憩前に引き続

き、会議を再開いたします。

　次に、14番　作間七郎議員

　　〔14番（作間七郎議員）登壇〕　

○14 番（作間七郎議員）　まず質問に入る前

に、東北関東、強力大地震、大津波について

被害を受けられた皆様方にお見舞いを申し上

げ、また、亡くなられた方々のご冥福をお祈

りをいたします。

　それでは、通告してある３点について質問

をいたします。

　まず１点目の法定外公共物について。これ

は、法定外公共物というのは、赤道、青道と

も言いますし、赤道は農道、それから集落に
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ある区道のことを赤道と言いますね。青道に

ついては水路のことを言っております。在所

の役員をした人は、在所の公図とか、また町

の公図を見たことのある人は、農道、区道に

は赤線を引いてあるために赤線とも言いま

す。水路は青を引いてありますので青線とも

言います。そういうことの法定外公共物につ

いて質問いたしますけれども、以前は農道、

区道、水路を北陸財務局に申請して払い下げ

を受けることになっておりました。平成 15

年から 17 年にかけて委譲されて町で行うこ

とができるようになったと聞いているが、そ

のことを踏まえて、次の５項目について質問

をいたします。

　まず１つ目には、事務手続きの現状につい

て。２つ目は払い下げる面積、金額等の算出

について。３点目は、登記簿に記載される地

目について。４つ目には、払い下げる場所の

条件について。５つ目には、払い下げる条件、

金額について、簡潔、明瞭に答弁を願います。

○副議長（甲部昭夫議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　作間議員の質問にお答えを

いたします。

　はじめに、法定外公共物の事務手続きの現

状についての質問でありますが、平成 12 年

４月１日に施行されました地方分権一括法に

より合併前にそれぞれの法定外公共物、公図

での通称「赤線」については里道、また、「青

線」については水路とここでは述べさせてい

ただきます。法定外公共物の国への譲与申請

書を提出をし、それに基づき譲与契約を交わ

しております。合併後、中能登町に継承され、

住民の方等から法定外公共物の譲渡の申し出

がありましたら、法務局の資料などを参考に

現地にて利害関係者の境界確認を行い、測量

を実施をし、譲渡物件の用途廃止の決定をし

たあと、譲渡申請書が提出をされ、町との譲

渡契約の締結による売払い及び登記の手順で

行っております。

　第２点目の払い下げる面積、金額等の算出

方法についてでありますが、面積については

隣接する関係者の立会いのもと実測の面積を

出しています。金額につきましては隣接する

土地の評価額や使用目的などを考慮して１平

方メートル当たりの単価を決定し、これに実

測面積をかけまして払い下げ金額を算出をし

ております。

　第３点目の登記簿に記載される地目につい

てでありますが、払い下げ申請の際、その使

用目的により譲渡契約の中で面積、金額及び

地目が定められますので、それに基づき登記

されます。

　第４点目の払い下げる場所の条件について

のご質問ですが、いろいろなケースがありま

す。個人が申請する場合、１番目にその申請

者個人しか利用しない。２番目に公共用の財

産として利用されなくても支障がない。など

の要件のほか、利害関係の方が不利益を受け

ないか、隣接者や区長、生産組合長等から現

地での境界確認や意見を聞いたうえで廃止の

同意が得られれば書面にて手続きを進めてお

ります。

　また、民有地の中に里道水路がある場合に

おきましても同様な申請手続きによりまして

適正な価格で購入をしていただくことになり

ます。払い下げの多様な申請がありますが、

その都度内容を慎重に判断をし、適正な払い

下げを行っております。

　第５点目の払い下げの件数、面積、金額の

件につきましては、担当課長から答弁をさせ

ますのでよろしくお願いいたします。

○副議長（甲部昭夫議員）　大村農林課長

　　〔大村義一農林課長登壇〕

○大村義一農林課長　第５点目の払い下げ件

数、面積、金額につきまして私の方からお答

えをさせていただきます。

　平成 17 度におきましては、里道で３件、

面積は 108.31㎡、払い下げ額は 34万 1,457

円であります。平成18年度におきましては、

水路で１件、面積は 14.99㎡、払い下げ額は
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８万 946 円であります。平成 19 年度にお

きましては６件、里道で１件、水路が２件、

里道・水路同時が３件、面積は 629.49㎡、

払い下げ額は 369 万 9,565 円であります。

平成 21 年度では 11 件、里道で４件、水路

１件、里道・水路同時が６件、面積が 1,257.88

㎡、払い下げ額は 650 万 7,485 円でありま

す。平成 21 年度におきましては５件、里道

で２件、水路で２件、里道・水路同時が１件、

面積は 144.59㎡、払い下げ額は 81万 1,714

円であります。平成22年度におきましては、

平成 23 年２月 28 日現在でありますけれど

も、件数は２件で、里道で、面積は 41.34㎡、

払い下げ額は 37 万 1,722 円であります。平

成 22 年度までにおきましては、里道で全体

で里道で 12 件、水路が６件、農道水路同時

が 10 件、あわせて 28 件であります。面積

は総トータルで 2,196.60㎡、払い下げ額は

1,181 万 2,889 円であります。

　なお、金額につきましては、それぞれの案

件ごとに評価額が違っておりますので、皆さ

んご理解のほどよろしくお願いをいたしま

す。

○副議長（甲部昭夫議員）　作間七郎議員

○14 番（作間七郎議員）　よく分かりました。

そこで大村農林課長には、町に法定外公共物

の台帳があるのかないのかということをまず

質問いたします。それから、教育文化課長の

堀内課長については、私は道の駅計画の中

で予定面積は 1.85ha、その内、農道水路は

3,500㎡で 18.9％ということは聞いておりま

すが、今度、統合中学で 6 万 4,724㎡の内、

農道水路はどんだけあるかということは私は

聞いておりませんので、この際、農道水路に

ついてはどんだけあるのか。そして何パーセ

ントになるのか。その農道水路を事務手続き

上どのように処理をされておるのか、しよう

としているのかという点にまず聞きます。

○副議長（甲部昭夫議員）　大村農林課長

○大村義一農林課長　台帳はあります。

○副議長（甲部昭夫議員）　堀内教育文化課長

○堀内浩一教育文化課長　それでは、統合中

学校予定地の敷地内の水路、農道等の状況に

ついてご説明を申し上げます。

　まず、敷地の全体面積は先ほど作間議員が

言われましたように 6 万 4,724㎡となって

おります。その内に農地の面積が 5万 7,092

㎡ございます。それ以外のものが水路、農道

等の面積で 7,632㎡でございます。内訳とい

たしまして、水路が 3,077、農道部分が 4,555

㎡でございます。全体に占める面積の割合は

11.8%という割合になります。

　それから、この土地につきましてはどうい

う処理手続きかということでございますが、

学校の担当部局と農林の部局と法定外公共物

用途廃止等の協議書を交わします。この土地

につきましては、既に平成 20 年の夏の時点

で地盤がふられ面積も確定して、所有者は中

能登町となっております。そういうことで、

事務上の手続きを交わしますが、金銭等のや

り取りはございません。所有者は従前より中

能登町となっております。そういうことでご

理解をお願いしたいと思います。

○副議長（甲部昭夫議員）　作間七郎議員

○14 番（作間七郎議員）　先ほど、水路から

農道から入れて28件で、1,180万円ほど売っ

たと。町に収入が入ったということでござい

ますが、昨今の経済の低迷により町税収入が

低下しております。今までの決算を見ても

滞納額を含めて 19 年は 17 億 7,300 万円、

20 年は 17 億 7,800 万円、21 年から 16 億

8,500 万円で 17 億円を切りました。そうい

うことで、今、先ほどから町長が説明をされ

たこういうことを町民の皆さん、各区長会は

じめ各種団体の皆様に今までは北陸財務局へ

申請して手続きがややこしいということで、

私も思っていたんですけれども、町の方でこ

のように丁寧にすれば払い下げを受けるとい

うことをできるということをＰＲすれば、現

在自分の建っている屋敷の中に水路がある人
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もおいでると思うんですよ。農道も食い込ん

どったりする人もおいでると思いますので、

そういうことを積極的に私は町としてＰＲを

すべきだと思うんです。そうすると町の収入

は当然増えますからね。そこでこうして今

ちょっと数字、私言いますけれども、午前中

の宮下議員は職員は 262 名いるんだと。そ

こで 17 億 8,000 万円かかっているというこ

とを言われましたね。私は、我々議員と町長

はじめ三役、職員、嘱託職員、臨時職員の金

額、福利厚生をすると１年間にざっと 20 億

円かかっとります。20 億。税収はどうかと

いうと、21 年度の決算では、まだ 22 年度

は出ておりませんので 16 億 8,500 万円。そ

うすると約３億ちょっとが足らないんです

ね。人件費や給料を払っているより町が皆さ

んからいただいている税収では足らないと。

３億円は交付金で執行部はやりくりしている

んだと思いますけれども、うちの町には財

政、「中能登はお金あっていいなあ」と各地

区、私の友だちもよく言いますけれども、

財政調整基金が 44 億 5,900 万円あるんです

ね。これをよその町がこういう金額がないた

めに「中能登町はいい町やな。金のある町や

な」と言われるんですよね。このことを、

人口を１万 8,500 人として１人に割り返す

と 24 万 1,000 円になります。１人当たりに

すると 24 万 1,000 円の貯金があるというこ

とになりますよね。ところが、起債といいま

すか、簡単に言えば借金なんですよね。それ

が 288 億 9,300 万円。これを１人に、また

１万 8,500 人で割ると 156 万 1,000 円の借

金なんですよね。貯金より借金が 6.5 倍ほど

多いんですね。

　そこで、先ほども言ったんですけれども、

こういう制度になったんだということを町民

に説明すれば「売ってほしいな」と。それか

ら私も今までにも過去に質問したことがある

んですけれども、町有地で遊んでいる地面は

沢山ありますよね。よその町では、そういう

町があるから、欲しいものは申し入れて売っ

とるんですね。町のお金を貯めとるというこ

とで、いつまでもそういう帳付けしないで、

いらないものは欲しい人に売ると。そういう

今の法定外公共物のそういうことの申し出が

あった場合には、そういうものを処分する

と。それから町の町有地で沢山遊んでいる、

そういう地面も私は売るべきだと思うんです

よ。今こうして私もいろいろと勉強させても

らって、合併特例債で平成 17 年から 10 年

間、105 億 8,000 万円近くの、10 年間に貸

してやるぞと。それは使っても政府の方から

75％ぐらい交付金でくるんですけれども、

それを執行部はうまく運用しているんですけ

れども、26 年までで切れるんですね。27 年

から、今までは旧３町の鹿島、鳥屋、鹿西の

交付金できてましたね。ところがこの合併特

例債がなくなったら、今までで 42 億円、交

付金できてるんですね。これがざっと 10 億

円減ると皆さん言われていますね。そうする

と 4、5 年もすると 32 億円になる。目に見

えて 10 億円少なくなるんですね。そうする

と大変財政は私はやりにくくなると思います

よ。ここに基金で 44 億 5,900 万円、これは

いつまでもあるんじゃないんですね。これを

やりくりで入れたり出したり、入れたり出し

たりで何とかこうしてね。そういうことで、

先ほどの重複になるようですけれども、そう

いう思いで町長はこの法定外公共物、それか

ら町有地の遊休地などを計画的に町の財政の

ことを考えながら町民にＰＲして進めるとい

う思いがあるのかないかということを含めて

町長の答弁を求めます。

○副議長（甲部昭夫議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　法定外公共物につきまして

は、私の知っている近所でも「家のあそこは

水路になっているんだ」というような所は何

箇所かあります。それらについて積極的に、

こういう、今、作間議員が言われたとおりで

ありまして、「こういう制度になったんです
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から買っていただきたい」というようなこと

で積極的にお話もして、それらを整理という

とおかしいですけれども、一つの形式として

進めればいいなとそう思っておりますし、財

政的にいたしましても、今、作間議員の言わ

れたとおりでございます。

　そういう中で、いかにして交付金の合併特

例債のある間に公共のものを整備をして 10

年後、今では５年後でありますけれども、減っ

ていく中でそれらに整備をして、それらをお

金のかからないようなまちづくりを進めてい

くかということが私の一番の責任であろう

と、そう思いながら進めておりますし、今、

中能登町では 200 坪、300 坪というような、

そういう小さなと言いますと叱られるかもわ

かりませんけれども、遊んでいるそういうも

のがありますけれども、他の町村から見れば

工業団地が遊んでいるとか、またいろんな住

宅団地が 30％しか建っていないとか、そう

いう大きなものは他の町村から比べれば少な

いと思います。そういう中である町の土地に

つきましては、買っていただける方があれば

積極的にそれらも買っていただいて、少しで

も町財政のたしにしていきたいとそう思って

おります。

○副議長（甲部昭夫議員）　作間七郎議員

○14 番（作間七郎議員）　それでは、町長、

私はいろいろと金額的なこと、財政はどうだ

ということを言ったんですけれども、町長は

当然頭に入っていると思うんですよね。そう

いうことでこれからのまちづくりにこの財政

の中身をしっかりと把握して、いろいろな面

で住んで良かったといえるまちづくりのため

に、この点はまた頑張ってください。

　それでは、次の質問に移ります。

　２点目の平成 19 年４月１日に制定した町

の花、町の木、町の鳥について質問をいたし

ます。

　町の花、石動山ゆりの増殖についてでござ

いますけれども、石動山ゆりは初夏に咲く花

で、私も自分で家にやったことはあるんです

けれども、大体１メートルから１メートル

50 ぐらいの大きさになるんですね。そこに

大きな花、大輪が 10 とか 20 ほどつくんで

すね。そしてこうしてしおって、つっかえ棒

をせんと、かやるような立派な美しい花です

よね。そういう石動山ゆりを町の花にしたん

ですから、こうして私、合併してから見とる

とあまり庁舎に見たことはないんです。そこ

で、やはり３庁舎、それから小中学校、保育

所あたりに「町の花、石動山ゆりとはこんな

花なんやぞ」ということで、皆さんに見せる

ような、見てもらうような、そして我々もど

こでも視察に行くと名刺に、そこの町の花を

よく名刺にのせてあるわいね。そうすると「こ

の町の花はこんな花やな」とすぐ分かるんで

すけれども、やっぱり石動山ゆりばかり名刺

にのせるんでなしに、町の花はこんな花やぞ

ということでみんなが分かる、果たして議員

の中にも石動山ゆりを実際見たことある人が

どんだけおるかなと思っとるんです。職員の

中にもおると思いますよ。そういうことで、

石動山ゆりを幻の花とするのではなしに、町

の制定した花やということで、町は当然増殖

に取組んでいると思いますので、どのような

取組みをされているのか。

　それと、次の町の木、桜について。私も町

の木は桜ということで、桜がどこにどんだけ

植わっとるのかなと思って調べてきました。

１箇所だけ行けなかったところがあるんで

す。眉丈ヶ丘、あそこは花見月の積もった雪

で私の車じゃ当然上がられないということ

で、これはだめやなということで戻ってきた

んですけれども、調べた本数、当局もそうい

う数字は掌握されていると思いますけれど

も、私は調べましたところ、西以降の小学校

で 108 本ありました。３中学で、鹿島中学

校が一番多いんですけれども 196 本。水辺

環境整備地で鹿西カルチャーの周辺で 141

本。あの真っ直ぐに 1,200 メートルほど久
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江へ上がるところから処理場まで1,200メー

トルあるんです。そこで 141 本植わってお

りました。それから、長曽川の土手というこ

とで、これは徳前から良川までにも 140 本。

鹿西のカルチャー周辺にも長曽川の土手に植

えてあるんですね。それで 66 本で、長曽川

の土手関係で 206 本。ラピア鹿島、レクト

ピアパーク、アルプラザ鹿島の辺で 156 本。

それから今の中学校を建てようとしている横

の運動公園で 100 本。川田古墳は 115 本。

高畠へ上がる原山のところ、これは県がした

んですけれども、八重桜が 300 本程ありま

す。それから池の周りにもまたあるんですけ

れども、そこは雪があって数えられなかった

ので、それはソメイヨシノだと思いますけれ

ども。それから 159 号線で 133 本植わって

おりました。雨の宮グリーン広場についても

雪があって上がれないということで永源参事

兼総務課長に「どんだけほどある？」と聞い

たら「大体60本程あるわ」ということで、トー

タルすると 1,500 本近くあるんですね。眉

丈ヶ丘は鳥屋出身の職員さんに「あんたらっ

ちゃ職員みんなでそこに植樹したと聞いたけ

ど、どんだけほど植えてあるか知らないか」

と言うと、「大体 300 本程植えてあるやろ」

と。そういうことでそれを足すと大体 1,800

本近くあると思います。そのほかに各集落、

44 集落あるんですけれども、歩いていると

ころだけでも「作間さん、あんた何したらく

がいね」「おら、桜の木をちょっと調べたい

ことあるがで」と、何人にも声を掛けられた

んですけれども、集落は、44 集落は中能登

町にはあるんですけれども、そこも私は集落

を歩いて調べておりませんので分かりません

けれども、大体 25 ～ 30 本ぐらい各集落平

均するとあるんじゃないかと。久江ぐらいだ

と沢山ありますからね。それにしても 25 ～

30 本あるかと、私の小さい在所で宮さまに

２、３本のところもありますからね。そうす

ると 1,200 本、合計すると中能登町に桜の

木というものは 3,000 本はかたいなと私は

思っているんですよ。町の木ね。

　そこで私は、大変きれいな桜、特に鹿島中

学の役場庁舎の前の道路沿いで 200 メート

ルあるんですよね。そこの土手に植えたのが

50 本あります。今年も４月 16 日に商工会

主催の「桜まつり」をされると言うんですけ

れども、合併してからも合併前も、あそこは

ライトアップして、この辺で一番桜のきれい

な名所でないかと言われております。

　そこで、せっかく町の木が桜ということで

ございますので、今度、統合中学の造成もい

よいよ入りましたね。そこでその統合中学

で、町長ちょっと、執行部の人もちょっと目

をつむってください。私が今言うことを理解

するようにしてちょっと目をつむってもらえ

ますか。あそこは大体、私は聞いとるのは中

学校の周辺で 1,000 ～ 900 の、周りを歩く

とそんだけぐらいになるのではないかという

ことを聞いております。そこへ桜の木を植え

る。鹿島中学の桜の木をイメージしてくだ

さいよ。そこへ桜を 10 メーターずつで 100

本近く植えられると思うんですけれども、桜

の品種もこの辺のソメイヨシノとか八重桜と

か枝垂れ桜でなしに、桜の種類は何百種類も

あると聞いておりますので、植えた後に、ソ

メイヨシノは一遍にパーっと咲きますから

ね。その品種が違うと時期、時期に桜が咲く

と。そこの桜を学校に通いながら桜を子供た

ちが通学するときに見ると。花を見て怒る者

は誰もおりませんから、心も和やかになって

勉学、スポーツに一層励むんだと私は思いま

すよ。そういう目で、あそこに桜の木を植え

ればどうかなという私の思いなんですね。そ

こで、そのことについて町長はどのような考

えをもっているか。聞かせてください。

　もう一つ、鳥について。町の鳥、ウグイス

ね。ウグイスといえば春を告げる鳥と、これ

から「ホーホケキョ」とよく鳴くと思います

けれども、このウグイスは野鳥でもあり、現
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在日本では鳥獣保護により捕獲・飼育が禁止

されている鳥です。これは自然にまかせるし

かないかなということで、町では鳥はウグイ

スだということで決められましたけれども、

このウグイスについては自然にまかせるしか

ないので、これは私は質問はしませんので。

この３つについて。

○副議長（甲部昭夫議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　作間議員の質問にお答えを

いたします。まず町の花、石動山ゆりの増殖

についてのご質問でありますが、石動山ゆり

の増殖を図るため、旧鹿島町時代に当時の七

尾農業高等学校、現在の七尾東雲高校であり

ますけれども、その学校の協力を得ながら石

動山の大宮坊に球根を１年間にわたり移植し

てまいりました。

　しかし、ネズミなど動物による食害、盗難、

日照不足など様々な理由により多くの球根が

花を咲かせることができなかったという経緯

がございます。

　町では、平成 19 年に石動山ゆりが町の花

に指定されたのを受け、平成 20 年度、21

年度の２カ年にわたり、再度、七尾東雲高等

学校の協力をいただきながら球根のバイオ増

殖に取組み、現在、700 個の球根をハウス

村の畑で生育をさせているところでございま

す。同校の先生からは、順調に生育をしてい

る球根については、今年から来年にかけて花

を付け、山に移植できる状態になるのではな

いかと伺っておりますので、今後状況を確認

しながら適切な場所へ移植をし、さらなる増

殖を図っていきたいとそう思っております。

それがよくなれば、今言われたような施設等

へも持っていって皆さんに見ていただきたい

とそう思っております。

　次に、町の木、桜による景観の形成につい

てであります。現在町内には鹿島中学校の桜

をはじめ、碁石ヶ峰や眉丈ヶ丘、古墳公園や

カルチャーセンター周辺に桜のきれいな場所

がたくさんございます。今、作間議員が調べ

られたとおりでございます。

　また、公共施設や景勝地以外にもいろいろ

な場所に桜が植えられ、町民の皆さんも毎年

心待ちにされているものと思っております。

町では桜を町民の融和のシンボルとして今後

も植栽を進め、子供からお年寄りまで町民が

楽しめる憩いの場、さらには桜の名所となる

よう積極的に取組んでいきたいと考えており

ます。

　今後の具体的な植栽計画につきましては、

今提案がありました新しくできる統合中学校

や、また運動公園周辺、さらには先日基本計

画がまとまりました道の駅にも植栽を進め、

美しい景観形成の一助としていきたいと考え

ております。

　また、桜の木につきましては現在、財団法

人日本さくらの会が事業主体となり、宝くじ

の助成金をもとに桜の木を配布する事業を

行っております。町では今後、桜の植栽の場

所、本数、種類、計画年度などを検討し、早

急に事業申請を行い、そしてそれらに許可を

得られれば、まず統合中学校の周りを今、イ

メージをしたような桜の木でうめたいとそう

思っています。

　また、町の鳥のウグイスについてでありま

すが、現在、町内各地で美しいさえずりを耳

にすることができます。この素敵な鳴き声を

子供たちの世代に残していくため、ウグイス

などが生息できる自然環境の保護に町をあげ

て取組んでいきたいと考えております。

　なお、町では昨年度、小中学校や公共施設、

各地区の公民館への町のシンボル、花、木、

鳥のイラストが入った町民憲章額の設置・配

布を行いました。今年度はイメージイラスト

を作成し、町内の全小中学校及び保育園へＣ

Ｄの配布を行うとともに、町のホームページ

からも自由にダウンロードできるようにいた

しました。

　また、作間議員の名刺を見てみますと、町

の花、木、鳥がきれいに裏には入っておりま
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すし、また、用があって議員のところへ携帯

をいたしますときれいなウグイスの声が聞こ

えます。本当に年間を通じていいなあと。こ

れが町の鳥だなと、私も電話をした時にそん

な思いでおりますし、まだできないかと思い

ますけれども、できれば町へかかってくるよ

うな電話が、まずウグイスの声がかけた方に

伝えられれば心も和やかになるんでないかな

とそんな思いをいたしております。

　町ではこれからも広報やケーブルテレビな

どを活用しながら、町の花、町の木、町の鳥

のＰＲを図り、植栽面積の拡大や美しい景観

の形成を図っていきたいとそう思っておりま

す。よろしくお願いいたします。

○副議長（甲部昭夫議員）　作間七郎議員

○14 番（作間七郎議員）　町の花の石動山ゆ

りの増殖を町が取組んでいると。現在ハウス

村にしているということで私もこそっと「ハ

ウス村のどこにしているのか」と見てきたん

ですね。今、ハウス村でどれだけほどしてい

るんですか。ということと、それから町の木、

桜については、先ほども言いましたが、桜の

木は何百種類もあると。種類がね。それを、

中学校の周辺に一遍にソメイヨシノだとか八

重桜みたいにパーっと咲くんではなしに、ど

れくらいかおきに順番に咲くような木を植え

るのなら植えたらいいんじゃないかという思

いにおりますので、その点も町長また、財団

法人さくらの会のことを言われましたが、も

しそういうさくらの会とそういう話し合いを

するときに、ソメイヨシノだとか八重とか枝

垂桜の一般的なものでなしに、そういういろ

んな種類のものがあるので、私は法人さくら

の会と話し合いして宝くじの助成金でいただ

くように頑張っていただきたいと思います。

　それから桜の木山の鹿島中学のあそこは綺

麗なんですけれども、てんぐ巣病という病気

がきているんですね。やっぱり病気がきてい

るものはちょこちょことするのではなく、ば

さーっと手術した方がいいと聞いているので

切るものは切って、また財団法人さくらの会

からどれだけ貰われるかしりませんけれど

も、宝くじの助成金で貰えたら、あっちこっ

ちで桜の木が病気で傷んでいるものや、眉

丈ヶ丘からの上がるところも何かあとの管理

が悪くて大分傷んでいるということを聞いて

おりますし、私はあちこち調査に行ったとき

も「ああ、この木は傷んどるな」というのが

いっぱいありましたので、治療するというよ

り伐採した方が一番早いと聞いておりますの

で、そこへまた新たに桜を植えるということ

も考えられますので、その点も一つ考えてく

ださい。

　また、町の鳥ウグイスについて、私の携帯

はウグイスが鳴るということは町長にも、い

つも用があるとき、かけてくれた人にも私の

ウグイスが鳴っとると思いますし、それから

私にかけたときに私が出るまでもウグイスが

鳴っとると思いますので、町長また町にも電

話がかかってきたらウグイスの声を使いたい

なということで言われたので、私が視察に行

くと「私の町の鳥はウグイス」だと言うて

「携帯電話にウグイス入っとれん」と言うた

ら、「そんなんどんなしてダウンロードする

がい」とよく聞かれるんですけれども、私も

個人的にはできないんですよ。甥っ子に全部

ダウンロードの整理をしてもらっているんで

す。それはそれとして、この制定した町の

花、町の木、町の鳥について町長はいろいろ

と環境やいろいろの保全で制定したことにつ

いて今後とも自信を持っていろいろの面で取

組みたいと言われておりますので、これはこ

れで終わって、次の最後の健康ハウス憩につ

いて、指定管理者へ移行できないかというこ

とに質問をさせていただきます。

　この健康ハウス憩についての施設の設置目

的は条例にうたわれていますので、高齢者の

みならず若い層にも利用してもらい、癒しの

施設として住民融和の施設として広く活用を

されていることは十分承知しています。私も
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ときたま利用させていただいておりますの

で、利用状況については担当課から資料をも

らいましたけれども、22 年度の途中ですか

ら決算、締めはしていないということで、平

成 17 年から 21 年までの５年間の平均の私

は数字を言います。入場者数は１日180人、

これはあくまでも５年間の平均ですよ。収入

が約 1,290 万円に対し支出は 3,020 万円で

1,730 万円のマイナスになっているんです

ね。５年間平均。その支出の内容をみてみま

すと、賃金、光熱水費で約 80％を占めとり

ます。担当課の参事兼住民福祉課長の坂井課

長に聞きますと、「私たちはいかに経費を安

くするか苦労をしているんだ」ということを

言って、私も行くとそういうことを見受けら

れるんですけれども、大半がこの人件費、光

熱水費で80％。６人体制でやられとるわね。

その人件費と、あそこは特殊の風呂といいま

しょうか、この辺の一般的な灯油ではないん

ですね。ＬＰガスということで、近頃は、例

えばボイラーが傷んだために何日間か休ませ

てくれとは聞かないんですけれども、２年程

前にはよく聞きましたよね。外国製のＬＰガ

スのボイラーということで修理、メンテナン

スがすぐできないということでよく休んだん

ですけれども、今は機械の調子がいいのか、

そういうボイラーの故障という告知端末機の

放送はされておりませんけれども、そういう

ことで大変経費がかかっていると。こういう

1,730 万円のまま、このままずっとやってい

けばいいのかということで、私は町の負担の

軽減をしつつ利用者に、今現在使われてい

る、利用されている方々に喜ばれる健康ハウ

スにすべきだと思っております。

　そこで、利用者にもよく聞くんですけれど

も、「開館時間並びに年末年始にも柔軟な対

応もできるような憩の家にできないのか」

と。「暮れ、正月にお里帰りとかいろいろ一

気に来られる」と。「自分の自宅の風呂では

追いつかない」と。「せっかく来た時に、兄

弟や家族と一緒にみんなで風呂に行きたい」

と。「そういうたらもうはや役場の御用納め

と一緒みたいもんで風呂はやっていない」

と。「せっかくあるのに年末年始ぐらいして

もらいたいな」ということをよく聞くんです

けれども、一応条例にそういう決め事はあり

ますから、そういうことを考慮した場合に

は、このことをする場合には指定管理者に移

行して、それを受けるという人がおいでた

ら、料金も今年度から 100 円が 200 円に上

がったりしていますけれども、受ける人がお

いでたら料金も決められるし、開館時間も変

えられるし、年末年始にもできると思うんで

すね。私は思うんですよ。そこで、私の思い

なんですけれども、町長はこの健康ハウス憩

について、今後どうしようかという思いを

持っているか、町長の考えを伺います。

○副議長（甲部昭夫議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　作間議員の健康ハウス憩に

ついての質問にお答えをいたします。

　健康ハウス憩は、平成 16 年 11 月に町民

に保養と健康増進、福祉の向上及び余暇活動

の場を提供する交流拠点として整備された施

設で、館内では浴室、サウナ、大広間、トレー

ニングルーム、喫茶コーナー、休憩室、事務

室等を備えております。

　健康ハウス憩では老人福祉センター「天平

の里」「ゆうゆう」と違い、利用者の年齢制

限を設けず、午前 10 時から午後８時まで入

浴することができることから、町内外を問

わず子供から高齢者まで１日平均約 200 人

弱、年間６万 8,000 人前後の人に利用をし

ていただいております。

　施設運営に係る経費は今言われましたよう

に年間約 3,000 万円の支出に対して、利用

料金収入は 1,300 万円前後で、差し引き約

1,700 万円を一般財源で補てんをして運営し

ているのが現状でございます。

　施設運営に係る経費節減策として、これま

で、消耗品ではボディソープから固形石鹸へ
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の切り替え、サウナマットのリースをやめ、

施設での洗濯、設備に係る経費ではエレベー

ターの使用休止による保守管理料の削減を行

い、光熱水費の削減では、終了時間を平成

20 年８月に 30 分、更に平成 22 年６月に

30 分と２回の時間短縮を行うことで経費の

削減策を講じているところであります。

　また、休業日にいたしましても、現在は毎

週火曜日を定休日とし、８月のお盆に３日、

年末年始に４日間の休業日を設けておりま

す。県外からの帰省客が多いこれらの時期の

営業ができないかという利用者の意見等もあ

り、昨年のお盆は試行的に８月 14 日を営業

いたしましたところ、１日 185 人の利用が

ありました。

　町では、平成20年７月に老人福祉センター

「ゆうゆう」の施設管理を「天平の里」の運

営実績のある中能登町の社会福祉協議会を指

定管理者として指定をし、施設管理を行って

いただいており、また、昨年６月には健康ハ

ウス憩を含む３施設の利用料金の統一化を

図ったところであります。

　経費の削減とサービスの向上は相反すると

ころもあります。また、利用者の要望も多種

多様であり、これらの要望に十分に応えてい

くには民間の知恵と工夫も取り入れていくこ

とが重要だと考えており、住民ニーズに沿っ

たより効果的、効率的な施設運営に取組むた

め、今、作間議員からもお話もありました指

定管理者制度の導入に向けた検討をしていく

ことも必要ではないかと考えております。こ

れから積極的にそれらを検討したいと思いま

す。

○副議長（甲部昭夫議員）　作間七郎議員

○14 番（作間七郎議員）　町長もそういうこ

とでよく分かっておいでるし、町民の声も耳

に入っているということで私があえて言わな

くても町長は全部分かっておいでたんですけ

れども、指定管理者移行について検討する

と。町長、参考なんですけれども、銭湯のこ

とをちょっと調べてみたんですけれども、１

日 180 人ぐらいの銭湯だったら、田舎の言

葉やけど、父ちゃんと母ちゃんとあんちゃん

おればあんちゃんやし、あんちゃんおらなん

だらどっかの母ちゃんに頼んで、大体３人で

朝から、８時や９時に閉めんと 10 時や 11

時頃までやっておいでるそうでございますの

で、３人でやっているそうです。うちは、こ

れは６人でやっとるわいね。それはそれで条

例に基づいて、規則に基づいてやられている

んですけれども、参考に 180 人前後のお風

呂屋さんだと３人でできるという、民間です

よ。それは人に給料を払わんで、その分売上、

あとのやつは全部自分の内輪でできますから

ね。そういうことでやっているとよく聞いて

おりますので、またそういうことを頭に入れ

ながら指定者管理制度移行についての検討の

材料としていただきたいと思います。以上で

私の一般質問をこれで終わらさせていただき

ます。

　◎散　　会
○副議長（甲部昭夫議員）　以上で、本日の

日程は終了しました。

　これをもって、一般質問を終結します。

　ご案内のとおり、最終日 18 日、午後３時

から本会議を開きます。

　本日は、これをもって散会します。

　ご苦労さまでした。

午後４時 02分　散会
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午後３時 00分　開議

　◎開　　議
○議長（坂井幸雄議員）　ご苦労さまでござ

います。

　ただ今の出席議員数は 14 名です。定足数

に達しておりますので、本日の会議を開きま

す。

　本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

であります。

　◎委員長報告
○議長（坂井幸雄議員）　日程第 1 から日程

第２　各常任委員会委員長報告

　これより、本定例議会から付託をしており

ました、報告第１号及び議案第５号から議案

第 14 号まで、並びに議案第 23 号から議案

第 28 号まで、請願第１号から請願第３号ま

で及び平成 22 年請願第 13 号の以上、報告

１件、議案 16 件、請願４件を一括して議題

といたします。

　以上の案件に関し、委員会における審査の

過程及び結果について、各常任委員会委員長

の報告を求めます。

　総務建設常任委員会委員長　宮下為幸議員

　〔総務建設常任委員会委員長（宮下為幸議

員）登壇〕

○総務建設常任委員会委員長（宮下為幸議
員）　総務建設常任委員会における審査の経

過並びに結果について、報告をいたします。

　今定例会から付託を受けました報告１件、

議案６件、請願２件については３月４日、執

行部からの説明を求め、慎重に審査をいたし

ました。

　審査の過程における質疑、意見等主なもの

について申し上げます。

　まず、議案第９号　平成 22 年度中能登町

一般会計補正予算では、道路新設改良費で、

各地区への工事請負費や区道舗装事業補助金

の減額が出ているが、予算残に係る各地区要

望事業への翌年度分前倒し的再配分の考えは

ないかとの質問に対して、予算的に今、即対

応できるものは可能な限り現計予算で前倒し

で行っている。地区の当初事業計画の未執行

報告が時期的に遅れての報告等もあり、今回

は補助金残の照会を各地区に周知しなかった

との説明を受けました。

　今後、区の整備のための予算残の更なる有

効活用を図るよう、要望いたしました。

　次に、財産管理事業の町有林管理委託料

で、入札残に伴う減額を行っているが、予算

の有効活用を図り、町有林の保全をより一層

進めるように要望しました。

　続いて、地域農政推進対策事業費で、融資

主体型補助事業補助金の内容は何かとの質問

に対し、町内認定農業者９件、農事組合法人

１件、営農組合１件に対して、トラクター、

コンバイン、田植え機、乾燥機等の大型機械

購入への補助金を交付したとの説明を受けま

した。

　続いて、議案第 13 号　平成 22 年度中能

登町ケーブルテレビ事業特別会計補正予算で

は、個人や事業所の放送サービス新規加入申

込み件数が見込みを下回ったため、当初見込

み件数 104 件に対し、実績は 25件で、ケー

ブルテレビの加入率は 37.6％との報告を受

けました。

　今後も加入率のアップにより一層努めるよ

う要望いたしました。

　以上、主な質疑の概要は申し上げたとおり

であります。

　質疑終了後、討論、採決の結果、当委員会

に付託されました報告１件、議案６件につき

ましては、全会一致で可決いたしました。

　また、請願２件については、１件を全会一

致で可決、１件を継続審査といたしました。

　ご報告いたしました結果につきましては、

お手元に配付済みの「委員会審査報告書」の

とおりであります。

　以上で、総務建設常任委員会での報告を終
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わります。

○議長（坂井幸雄議員）　次に、教育民生常

任委員会委員長　岩井礼二議員

　　〔教育民生常任委員会委員長（岩井礼二

議員）登壇〕

○教育民生常任委員会委員長（岩井礼二議
員）　教育民生常任委員会における、審査の

過程並びに結果についてご報告を申し上げま

す。

　今定例会で付託されました案件は、議案

11 件、請願２件であり、議案 11 件につい

ては執行部から説明を求め、慎重に審査をい

たしました。

　審査の過程における質疑、意見等主なもの

について申し上げます。

　まず、議案第９号　平成 22 年度中能登町

一般会計補正予算では、障害者福祉費の扶助

費について、精神障害者通院費助成の対象者

は何人に増えたのかとの問いに、平成 21 年

度の申請は 134 人で、今年度については現

在までで 144 人の申請があり、10 人の増で

あるとの回答を受けました。

　また、予防費の子宮頸がん予防接種助成に

ついて、実績等はどのようになっているかと

の問いに、３月２日現在で子宮頸がん予防ワ

クチン接種の申込者数は中学１年生 14 名、

中学２年生 22 名、中学３年生 27 名の計 63

名であり、助成額については、これから償還

となるため未確定であるとの回答を受けまし

た。

　次に、議案第 10 号　平成 22 年度中能登

町介護保険特別会計補正予算では、歳入の現

年度特別徴収保険料がなぜ減額になったのか

との問いに、死亡または町外へ転出、また、

65 歳以上で普通徴収から特別徴収になられ

た方が、見込みより少なかったためであると

の回答を受けました。

　続けて、議案第 11 号　平成 22 年度中能

登町国民健康保険特別会計補正予算では、国

民健康保険税の滞納件数及び、そのうち医療

機関にかかるため、保険証を必要とし発行し

た件数はどれだけあるかとの問いに、国保税

の滞納件数については 365 世帯であり、こ

のうち 56 世帯が、過去１年間すべて未納の

世帯で、保険証については３カ月の短期証を

65 世帯、６カ月の短期証を 10 世帯に発行

しているとの回答を受けました。

　質疑終了後、討論、採決の結果、当委員

会に付託されました議案 11 件につきまして

は、いずれも全会一致で可決、請願２件のう

ち継続審査としていました請願第 13 号につ

いては全会一致で採択、請願第１号について

は不採択といたしました。

　なお、今回報告いたしました結果につきま

しては、お手元に配付済みの「委員会審査報

告書」のとおりであります。

　以上で、教育民生常任委員会からの審査結

果の報告を終わります。

　◎質　　疑
○議長（坂井幸雄議員）　以上で、各委員会

の委員長報告が終わりました。

　これより、各委員長報告に対する質疑を行

います。

　質疑の方、ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕　

○議長（坂井幸雄議員）　質疑がないようで

あります。

　これで、質疑を終結します。

　◎委員長報告
○議長（坂井幸雄議員）　日程第３　予算審

査特別委員会委員長報告

　これより、本定例議会から付託をしており

ました議案第 15 号から議案第 22 号までの

議案８件を一括して議題といたします。

　以上の案件に関して、委員会における審査

の過程及び結果について、予算審査特別委員

会委員長の報告を求めます。

　予算審査特別委員会委員長　田中治夫議員
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　〔予算審査特別委員会委員長（田中治夫議

員）登壇〕

○予算審査特別委員会委員長（田中治夫議
員）　予算審査特別委員会における、審査の

経過並びに結果についてご報告をいたしま

す。

　当委員会は、去る３月７日、８日並びに

10 日の３日間にわたり開催し、町執行部の

出席を求め、本定例会より付託を受けまし

た、平成 23 年度各会計予算の議案８件につ

いて、慎重に審査を行いました。

　その経過並びに結果について簡潔にご報告

申し上げます。

　まず、付託議案における委員会採決の結果

についてご報告いたします。

　議案第 15 号　平成 23 年度中能登町一般

会計予算

　議案第 16 号　平成 23 年度中能登町後期

高齢者医療特別会計予算

　議案第 17 号　平成 23 年度中能登町介護

保険特別会計予算

　議案第 18 号　平成 23 年度中能登町国民

健康保険特別会計予算

　議案第 19 号　平成 23 年度中能登町下水

道事業特別会計予算

　議案第 20 号　平成 23 年度中能登町分譲

宅地造成事業特別会計予算

　議案第 21 号　平成 23 年度中能登町ケー

ブルテレビ事業特別会計予算

　議案第 22 号　平成 23 年度中能登町水道

事業会計予算

　以上８件については、全会一致で可決と決

定いたしました。

　次に、委員会の審査の過程において各委員

より出された指摘・要望事項について、全会

計予算全般にわたり、これまで以上に徹底し

た経費の見直しを行い、税収確保と受益者負

担の適正化等に努め、効率的な行政執行を進

めていただくよう強く望みます。

　また、多様化する町民のニーズに応えるた

め、限られた財源を計画的・重点的に配分し、

町民の幸せと将来の中能登町発展のため主要

な施策、事業を厳選した中で執行されるよう

要請をいたしておきます。

　ご報告いたしました結果につきましては、

お手元に配付済みの「委員会審査報告書」の

とおりであります。

　以上で、予算審査特別委員会の報告を終わ

ります。

　◎質　　疑
○議長（坂井幸雄議員）　委員長の報告が終

わりました。

　これより、委員長報告に対する質疑を行い

ます。

　質疑の方、ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕　

○議長（坂井幸雄議員）　質疑がないようで

あります。

　これで、質疑を終結します。

　◎討論・採決
○議長（坂井幸雄議員）　日程第４　討論・

採決

　これより、上程議案　報告第１号及び議

案第５号から議案第 14 号まで、及び議案第

23 号から議案第 28 号まで、報告１件、議

案16件について、一括して討論を行います。

　討論の方、ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕　

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　以上で、討論を終結します。

　次に、採決を行います。

　報告第１号　専決処分の承認を求めること

について（平成 22 年度中能登町一般会計補

正予算）を採決します。

　お諮りいたします。

　本件に対する委員長の報告は、全会一致で

原案のとおり承認であります。
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　本件は、委員長の報告のとおり承認するこ

とに、賛成の方の起立を求めます。

　　〔賛成者起立〕　

○議長（坂井幸雄議員）　起立全員でありま

す。

　よって、報告第１号は、原案のとおり承認

されました。

　次に、議案第５号　中能登町職員の勤務時

間、休暇等に関する条例の一部を改正する条

例について

　議案第６号　中能登町立学校設置条例の一

部を改正する条例について

　議案第７号　中能登町介護保険条例の一部

を改正する条例について

　議案第８号　中能登町ウェルカム定住条例

の全部を改正する条例について

　以上、議案４件を一括して採決します。

　お諮りします。

　本件に関する各委員長の報告は、全会一致

で原案のとおり可決であります。

　本件は、各委員長の報告のとおり決定する

ことに賛成の方の起立を求めます。

　　〔賛成者起立〕　

○議長（坂井幸雄議員）　起立全員でありま

す。

　よって、議案第５号から議案第８号までの

議案４件は、原案のとおり可決されました。

　次に、議案第９号　平成 22 年度中能登町

一般会計補正予算を採決します。

　お諮りいたします。

　本件に対する各委員長の報告は、全会一致

で原案のとおり可決であります。

　本件は、各委員長の報告のとおり決定する

ことに賛成の方の起立を求めます。

　　〔賛成者起立〕　

○議長（坂井幸雄議員）　起立全員でありま

す。

　よって、議案第９号は、原案のとおり可決

されました。

　次に、議案第 10 号　平成 22 年度中能登

町介護保険特別会計補正予算

　議案第 11 号　平成 22 年度中能登町国民

健康保険特別会計補正予算

　議案第 12 号　平成 22 年度中能登町分譲

宅地造成事業特別会計補正予算

　議案第 13 号　平成 22 年度中能登町ケー

ブルテレビ事業特別会計補正予算

　議案第 14 号　平成 22 年度中能登町水道

事業会計補正予算

　以上の議案５件を一括して採決します。

　お諮りいたします。

　本件に対する各委員長の報告は、全会一致

で原案のとおり可決であります。

　本件は、各委員長の報告のとおり決定する

ことに賛成の方の起立を求めます。

　　〔賛成者起立〕　

○議長（坂井幸雄議員）　起立全員でありま

す。

　よって、議案第 10 号から議案第 14 号ま

での議案５件は、原案のとおり可決されまし

た。

　次に、議案第 23 号　指定管理者の指定に

ついて

　議案第 24号　指定管理者の指定について

　議案第 25号　指定管理者の指定について

　議案第 26号　指定管理者の指定について

　議案第 27号　指定管理者の指定について

　議案第 28号　指定管理者の指定について

　以上の議案６件を一括して採決します。

　お諮りいたします。

　本件に対する各委員長の報告は、全会一致

で原案のとおり可決であります。

　本件は、各委員長の報告のとおり決定する

ことに賛成の方の起立を求めます。

　　〔賛成者起立〕　

○議長（坂井幸雄議員）　起立全員でありま

す。

　よって、議案第 23 号から議案第 28 号ま

での議案６件は、原案のとおり可決されまし

た。
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　続いて、請願第１号から請願第３号まで、

及び平成 22 年請願第 13 号の請願４件につ

いて、一括して討論を行います。

　討論の方、ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕　

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　以上で、討論を終結します。

　続いて、採決を行います。

　請願第１号　子宮頸がん予防、ヒブ、小児

用肺炎球菌の３ワクチンの定期接種化を求め

る意見書提出の請願書を採決します。

　お諮りいたします。

　本件に対する委員長の報告は、全会一致で

不採択であります。

　この請願を不採択とすることに賛成の方の

起立を求めます。

　暫時休憩します。

午後３時 27分　休憩

午後３時 28分　再開

○議長（坂井幸雄議員）　休憩前に引き続き

会議を開きます。

　請願第１号　子宮頸がん予防、ヒブ、小児

用肺炎球菌の３ワクチンの定期接種化を求め

る意見書提出の請願書を採決します。

　お諮りいたします。

　本件に対する委員長の報告は、全会一致で

不採択であります。

　この請願を不採択とすることに賛成の方の

起立を求めます。

　　〔賛成者起立〕　

○議長（坂井幸雄議員）　起立全員でありま

す。

　よって、請願第１号は、不採択とすること

に決定しました。

　続いて、請願第２号　公共交通機関のバリ

アフリー化の更なる推進を求める意見書提出

の請願を採決します。

　お諮りいたします。

　本件に対する委員長の報告は、全会一致で

採択であります。

　この請願を採択することに賛成の方の起立

を求めます。

　　〔賛成者起立〕　

○議長（坂井幸雄議員）　起立全員でありま

す。

　よって、請願第２号は、採択することに決

定しました。

　次に、請願第３号　コメの個別所得補償制

度の見直しを求める意見書提出の請願を採決

します。

　お諮りいたします。

　本件に対する委員長の報告は、全会一致で

継続審査であります。

　この請願を継続審査とすることに賛成の方

の起立を求めます。

　　〔賛成者起立〕　

○議長（坂井幸雄議員）　起立全員でありま

す。

　よって、請願第３号は、継続審査とするこ

とに決定しました。

　次に、平成 22 年請願第 13 号　脳脊髄液

減少症の診断・確立を求める意見書提出の請

願書を採決します。

　お諮りいたします。

　本件に対する委員長の報告は全会一致で、

採択であります。

　この請願を採択することに賛成の方の起立

を求めます。

　　〔賛成者起立〕　

○議長（坂井幸雄議員）　起立全員でありま

す。

　よって、平成 22 年請願第 13 号は、採択

とすることに決定しました。

　続いて、議案第 15 号から議案第 22 号ま

での議案８件について、一括して討論を行い

ます。

　討論の方、ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕　
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○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　以上で、討論を終結します。

　続いて、採決を行います。

　議案第 15 号　平成 23 年度中能登町一般

会計予算を採決します。

　お諮りいたします。

　本件に対する委員長の報告は、全会一致で

原案のとおり可決であります。

　本件は、委員長の報告のとおり決定するこ

とに賛成の方の起立を求めます。

　　〔賛成者起立〕　

○議長（坂井幸雄議員）　起立全員でありま

す。

　よって、議案第 15 号は、原案のとおり可

決されました。

　次に、議案第 16 号　平成 23 年度中能登

町後期高齢者医療特別会計予算

　議案第 17 号　平成 23 年度中能登町介護

保険特別会計予算

　議案第 18 号　平成 23 年度中能登町国民

健康保険特別会計予算

　議案第 19 号　平成 23 年度中能登町下水

道事業特別会計予算

　議案第 20 号　平成 23 年度中能登町分譲

宅地造成事業特別会計予算

　議案第 21 号　平成 23 年度中能登町ケー

ブルテレビ事業特別会計予算

　議案第 22 号　平成 23 年度中能登町水道

事業会計予算

　以上の議案７件を一括して採決します。

　お諮りいたします。

　本件に対する委員長の報告は、全会一致で

原案のとおり可決であります。

　本件は、委員長の報告のとおり決定するこ

とに賛成の方の起立を求めます。

　　〔賛成者起立〕　

○議長（坂井幸雄議員）　起立全員でありま

す。

　よって、議案第 16 号から議案第 22 号ま

での議案７件については、原案のとおり可決

されました。

　次に、同意第１号　中能登町固定資産評価

審査委員会委員の選任についてであります。

　本案は、人事案件であり、先に議員各位の

ご理解を得ておりますので、質疑、討論を省

略し、直ちに採決したいと思います。

　これに、ご異議ございませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕　

○議長（坂井幸雄議員）　異議なしと認めま

す。

　よって、質疑、討論を省略し、直ちに採決

することに決定しました。

　お諮りいたします。

　同意第１号　中能登町固定資産評価審査委

員会委員の選任については、原案のとおり同

意することに、ご異議ございませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕　

○議長（坂井幸雄議員）　異議なしと認めま

す。

　よって、同意第１号は、原案のとおり同意

することに決定しました。

　◎追加日程１
○議長（坂井幸雄議員）　お諮りします。

　ただ今、杉本町長より議案第 29 号　平成

22 年度住民生活に光をそそぐ交付金事業介

護用リフト車輛購入契約の締結についての議

案１件を提出されました。

　これを日程に追加し、日程の順序を変更

し、直ちに議題としたいと思います。

　これに、ご異議ございませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕　

○議長（坂井幸雄議員）　異議なしと認めま

す。

　議案第 29 号を日程の順序を変更し、直ち

に議題とすることに決定しました。

　議事日程を配付しますので、暫時休憩いた

します。

午後３時 38分　休憩
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午後３時 39分　再開

○議長（坂井幸雄議員）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。

　追加日程１　日程第１を議題とします。

　町長より提案理由の説明を求めます。

○議長（坂井幸雄議員）　杉本町長

　　〔杉本栄蔵町長登壇〕

○杉本栄蔵町長　本日、追加提案いたしまし

た議案につきまして、ご説明をいたします。

　議案第 29 号　平成 22 年度住民生活に光

をそそぐ交付金事業介護用リフト車輛購入契

約の締結についてであります。

　現在、デイサービスセンター「ひまわり」

及びデイサービスセンター「いこい」に配置

されている介護用リフト車は、ともに 10 年

以上経過し、老朽化が進んでいるため、この

たび車輛２台の更新を行うものであり、３月

16 日の入札において、ナガト産業株式会社

に落札が決定し、仮契約を締結をいたしまし

たので、中能登町議会の議決に付すべき契約

及び財産の取得又は処分に関する条例第３条

の規定に基づき、議会の議決を求めるもので

あります。

　以上、本日追加提案いたしました議案につ

きましてご説明申し上げましたが、議員各位

におかれましては、慎重なるご審議のうえ、

適切なる議決を賜りますようお願いをいたし

まして提案理由の説明を終わります。

○議長（坂井幸雄議員）　町長の提案理由の

説明が終わりました。

　これより、議案第 29 号について、質疑を

行います。

　質疑の方、ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕　

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　これで、質疑を終結します。

　次に、討論を行います。

　討論の方、ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕　

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　以上で、討論を終結します。

　続いて、採決を行います。

　議案第 29 号　平成 22 年度住民生活に光

をそそぐ交付金事業介護用リフト車輛購入契

約の締結について、採決します。

　お諮りいたします。

　議案第 29 号は、原案のとおり決定するこ

とに賛成の方の起立を求めます。

　　〔賛成者起立〕　

○議長（坂井幸雄議員）　起立全員でありま

す。

　よって、議案第 29 号は、原案のとおり可

決されました。

　ここで、３時 55分まで休憩いたします。

午後３時 42分　休憩

午後３時 55分　再開

○議長（坂井幸雄議員）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。

　◎追加日程２
○議長（坂井幸雄議員）　お諮りします。

　ただ今、提出者　宮下為幸議員ほか賛成者

６名から、発議第１号　公共交通機関のバリ

アフリー化の更なる推進を求める意見書、提

出者　岩井礼二議員ほか賛成者６名から、発

議第２号　脳脊髄液減少症の診断・治療の確

立を求める意見書

　以上、発議２件が提出されました。これを

日程に追加し、日程の順序を変更し、直ちに

議題としたいと思います。

　これに、ご異議ございませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕　

○議長（坂井幸雄議員）　異議なしと認めま

す。

　発議第１号及び発議第２号を、日程の順序

を変更し、直ちに議題とすることに決定しま
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した。

　議事日程表を配付しますので、暫時休憩し

ます。

午後３時 55分　休憩

午後３時 56分　再開

○議長（坂井幸雄議員）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。

　追加日程２　日程第１　発議第１号を議題

とします。

　提出者の趣旨説明を求めます。

　５番　宮下為幸議員

　　〔５番（宮下為幸議員）登壇〕

○５番　（宮下為幸議員）　ただ今、上程され

ました意見書については、その概要を以下朗

読し、趣旨説明に代えさせていただきます。

　公共交通機関のバリアフリー化の更なる推

　進を求める意見書

　本格的な高齢社会を迎えたことで、高齢者

が安心して生活を送りながら、社会・経済活

動にも積極的に参加できる社会の構築が益々

求められています。また、障害者が必要なサー

ビスを享受しながら自立し、安心して暮らす

ためにも公共施設等のバリアフリー化が喫緊

の課題です。

　政府は、これまで平成 18 年制定の「バリ

アフリー新法」に基づき、１日の平均利用者

が 5,000 人以上の鉄道の駅やバスターミナ

ル等について、平成 22 年までに全てバリア

フリー化することを目標に取組みを進めてき

ました。しかし、例えば鉄道駅のバリアフリー

化の進捗率は約 77％に止まっています。

　よって政府におかれては、新たな政府目標

を定めた上で、政府、地方公共団体、事業者

の連携強化を図りつつ、地域のニーズに対応

した公共交通機関のバリアフリー化を更に推

進するよう、以下の項目の実施を強く求めま

す。

記

１．新たな政府目標を早急に定め、地方公共

　団体、事業者の理解を求めるよう周知徹底

　に努めること

２．市町村によるバリアフリー基本構想の作

　成が更に進むよう、未作成の地域を中

　心に、実効性のあるよりきめ細かい啓発

　活動を行うこと

３．地方公共団体の財政状況に配慮し、補助

　等の支援措置を充実すること

４．特に、鉄道駅のホームにおける転落防止

　効果が期待されるホームドア設置に関する

　補助を充実すること

５．身体障害者や要介護者など移動制約者の

　福祉輸送ニーズに対応した福祉タクシーや

　ノンステップバスの普及に努めること

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意

見書を提出します。

　平成 23年３月 18日

　　石川県中能登町議会

　よろしくお願いいたします。

○議長（坂井幸雄議員）　趣旨説明が終わり

ました。

　ここで、発議第１号について、質疑を行い

ます。

　質疑の方、ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕　

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　これで、質疑を終結します。

　次に、討論を行います。

　討論の方、ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕　

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　以上で、討論を終結します。

　続いて、採決を行います。

　発議第１号　公共交通機関のバリアフリー

化の更なる推進を求める意見書を採決しま

す。

　お諮りします。

　発議第１号は、原案のとおり決定すること
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に賛成の方の起立を求めます。

　　〔賛成者起立〕　

○議長（坂井幸雄議員）　起立全員でありま

す。

　よって、発議第１号は、原案のとおり可決

されました。

　追加日程２　日程第２　発議第２号を議題

とします。

　提出者の趣旨説明を求めます。

　11番　岩井礼二議員

　　〔11番（岩井礼二議員）登壇〕

○11番　（岩井礼二議員）　ただ今、上程され

ました意見書については、その概要を以下朗

読し、趣旨説明に代えさせていただきます。

　脳脊髄液減少症の診断・治療の確立を求め

　る意見書

　脳脊髄液減少症は、交通事故やスポーツ外

傷等の身体への強い衝撃が原因で、脳脊髄液

が漏れ、減少することによって引き起こさ

れ、頭痛、めまい、耳鳴り、倦怠感等、多種

多様な症状が複合的に現れるという特徴を

もっています。

　昨年４月、厚生労働省より、本症とわかる

前の検査費用は保険適用との事務連絡が出さ

れました。これは、本来、検査費用は保険適

用であるはずのものが、地域によって対応が

異なっていたため、それを是正するため出さ

れたものです。これは、患者にとり朗報でし

た。しかし、本症の治療に有効であるブラッ

ドパッチ療法については、いまだ保険適用さ

れず、高額な医療費負担に、患者及びその家

族は依然として厳しい環境におかれていま

す。

　平成 19 年度から開始された「脳脊髄液減

少症の診断・治療の確立に関する研究」事業

（当初３年間）は、症例数において中間目標

100 症例達成のため、本年度も事業を継続

して行い、昨年８月に、遂に中間目標数を達

成しました。今後は、収集した症例から基礎

データをまとめ、診断基準を示すための作業

をすみやかに行い、早期に診断基準を定める

べきです。そして、来年度には、診療指針（ガ

イドライン）の策定及びブラッドパッチ療法

の治療法としての確立を図り、早期に保険適

用とすべきです。また、本症の治療に用いら

れるブラッドパッチ療法を、学校災害共済、

労災、自賠責保険等の対象とすべきです。

　よって国においては、脳脊髄液減少症の診

断及び治療の確立を早期に実現するよう、以

下の項目を強く求めます。

記

１．「脳脊髄液減少症の診断・治療の確立に

　関する研究」事業においては、症例数にお

　いて中間目標 100 症例が達成されたた

　め、早期に脳脊髄液減少症の診断基準を定

　めること。

２．「脳脊髄液減少症の診断・治療の確立に

　関する研究」事業においては、来年度平成

　23 年度に、ブラッドパッチ療法を含めた

　診療指針（ガイドライン）を策定し、ブラッ

　ドパッチ療法（自家血硬膜外注入）を脳脊

　髄液減少症の治療として確立し、早期に保

　険適用とすること。

３．脳脊髄液減少症の治療（ブラッドパッチ

　療法等）を、災害共済給付制度、労働者災

　害補償保険、自動車損害賠償責任保険の対

　象にすみやかに加えること。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意

見書を提出します。

　平成 23年３月 18日

　　石川県中能登町議会

　よろしくお願いをいたします。

○議長（坂井幸雄議員）　趣旨説明が終わり

ました。

　ここで、発議第２号について、質疑を行い

ます。

　質疑の方、ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕　

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。
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　これで、質疑を終結します。

　次に、討論を行います。

　討論の方、ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕　

○議長（坂井幸雄議員）　ないようでありま

す。

　以上で、討論を終結します。

　続いて、採決を行います。

　発議第２号　脳脊髄液減少症の診断・治療

の確立を求める意見書を採決します。

　お諮りします。

　発議第２号は、原案のとおり決定すること

に賛成の方の起立を求めます。

　　〔賛成者起立〕　

○議長（坂井幸雄議員）　起立全員でありま

す。

　よって、発議第２号は、原案のとおり可決

されました。

　◎閉会中の継続調査
○議長（坂井幸雄議員）　日程第６　閉会中

の継続調査

　閉会中の継続調査についてを議題といたし

ます。

　ただ今、議会運営委員会委員長及び総務建

設常任委員会委員長、教育民生常任委員会委

員長、行財政改革特別委員会委員長、中能登

町統合中学校建設特別委員会委員長から会議

規則第 75 条の規定により、議会運営委員会

の閉会中の所掌事務調査、各常任委員会、特

別委員会の閉会中の所管事務調査のため、閉

会中の継続調査の申し出があります。

　お諮りいたします。

　各委員長から申し出のとおり、閉会中の継

続調査とすることに、ご異議ございませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕　

○議長（坂井幸雄議員）　異議なしと認めま

す。

　よって、各委員長から申し出のとおり、閉

会中の継続調査とすることに決定しました。

　◎閉議・閉会
○議長（坂井幸雄議員）　以上で、本議会に

付議されました案件の審議は、すべて終了し

ました。

　ここで、３月 11 日に発生の東北地方太平

洋沖地震は、想定をはるかに超える大津波と

原子力発電所事故という、未曾有の悲惨な被

害をもたらし、死者そして不明者が数万人単

位に上るとも報道されています。本定例会一

般質問に先立ち、執行部とともに命を落とさ

れた方々のご冥福と未だ消息不明の方々の一

日も早い発見を祈願いたしました。

　この惨状を受けて、中能登町議会として、

議員各位の賛同のもと、義援金を募ることに

ついて協力を行うこととしました。

　つきましては、義援金箱を準備させていた

だきましたので、本会議閉会後、各自に配付

いたしたいと思います。

　どうぞ、ご協力の程をお願い申し上げます。

　これをもって、平成 23 年第２回中能登町

議会定例会を閉会といたします。

　ご苦労さまでした。

午後４時 12分　閉会
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